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フィンランド福祉国家における社会ザービスと高齢者政策 (5) 
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フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (5) 

三
社
会
福
祉
保
健
分
野
の
行
政
的
分
権

第
五
章
一

九
八
四
年
の
社
会
福
祉
保
健
国
庫
支
出
金
制
度
改
革

(V
A
L
T
A
V
A
改
革
)

第

一
節
国
庫
支
出
金
制
度
と
社
会
福
祉
保
健
事
業

一

国
庫
支
出
金
制
度
の
展
開

二

社
会
福
祉
保
健
制
度
の
問
題
点

第
二
節
戦
後
の
高
齢
者
政
策
の
展
開

一

高
齢
者
福
祉
委
員
会

二
福
祉
扶
助
法
に
よ
る
高
齢
者
福
祉

=
一

高
齢
者
ケ
ア
の
問
題
点

第
三
節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
成
立
過
程

一
準
備
作
業
の
開
始

二

法
案
作
成
を
め
ぐ
る
争
点

三

法
案
の
成
立

第
四
節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
内
容

一
改
革
の
範
囲

二

改
革
後
の
国
庫
支
出
金
制
度

三
計
画
制
度
の
導
入

四
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
高
齢
者
の
地
位

第
五
節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
成
果

一
自
治
体
の
社
会
福
祉
事
業
費

二

社
会
福
祉
保
健
事
業
の
職
員
数

三

老
人
ホ

l
ム

四

ホ

l
ム
サ
ー
ビ
ス

(
以
上
五
三
巻
五
号
)

北法53(6・101)1717



説

五ムノ七

第
六
章

終
章
文
献

論

第
五
章

サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅

親
族
介
護
給
付

精
神
病
院
ケ
ア

一
九
九
三
年
改
革
に
お
け
る
包
括
補
助
金
制
度
導
入
と
そ
の
影
響

結
び
に
か
え
て

(
以
上
本
号
)

一
九
八
四
年
の
社
会
福
祉
保
健
国
庫
支
出
金
制
度
改
革

(
V
A
L
T
A
V
A
改
革
)

前
章
で
は
、
戦
後
の
社
会
福
祉
の
発
達
と
、

を

一
瞥
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
と
い
わ
れ
る

一
九
八

0
年
代
前
半
の
重
要
な
制
度
改
革
を
検
討
し
よ
う
。

一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
そ
の
理
念
改
革
運
動

一
九
八
四
年
に
施
行
さ
れ
た
改
革
は
、
社
会
福
祉
制
度
の
構
造
改
革
に
か
か
わ
る
も
の
で
、

二
つ
の
重
要
な
法
律
制
定
を
同
時
に
施
行
し

て
い
る
。
一
つ
は
国
庫
支
出
金
制
度
、
な
か
で
も
国
庫
負
担
金
の
歪
み
を
是
正
し
、
当
時
す
で
に
行
政
の
基
本
な
手
法
と
な
っ
て
い
た
計
画

制
度
を
、
社
会
福
祉
事
業
に
全
面
的
に
導
入
す
る
法
律
の
制
定
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ま
で
の
救
貧
的
な
考
え
の
名
残
が
あ
る
福

祉
扶
助
法
に
代
わ
り
、
時
代
に
適
合
す
る
サ
ー
ビ
ス
理
念
に
基
づ
い
た
社
会
福
祉
法

(M
S
F
E
-
-
z
o
E
E
E
)
を
制
定
し
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
の
基
本
法
と
し
て
位
置
づ
け
、
す
べ
て
の
市
民
に
自
治
体
の
供
給
す
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
二
つ
の
改
革
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
固
と
自
治
体
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
役
割
分
担
を
再
構
成
し
、
保
健
事
業
と
比

べ
て
立
ち
後
れ
て
い
た
社
会
福
祉
事
業
を
開
発
し
、
施
設
ケ
ア
に
偏
向
し
て
い
た
社
会
福
祉
と
保
健
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
放
型
、
す
な
わ
ち
オ

l
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プ
ン
ケ
ア
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
の
自
治
体
問
格
差
を
解
消
す
る
と
と
も
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

(I
)
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
北
欧
型
福
祉
国
家
と
し
て
の
発
展
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
〈
〉
門
司
〉
〈
〉
改
革
と
呼
ば

マ
ム
が
構
築
さ
れ
、

れ
る
。こ
こ
で
、
結
論
を
先
取
り
し
、
こ
の
改
革
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

一
九
七
0
年
代
の
末
に
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
不
備
、
な
か
で
も
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
遅
滞
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
庫
支

出
金
の
歪
み
を
是
正
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
改
革
で
は
、
従
来
の
保
健
事
業
に

対
す
る
国
庫
負
担
金
率
を
下
げ
、
同
時
に
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
率
を
引
き
上
げ
て
同
率
に
し
、
社
会
福
祉
事
業
の
開
発
と

強
化
を
促
し
た
。
従
来
は
運
営
費
及
、
ぴ
建
設
・
設
備
費
の
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
国
庫
負
担
金
が
支
出
さ
れ
て
い
た
の
を
、
改
革
後
は
、
国
庫

負
担
率
は
双
方
と
も
に
同
率
と
し
、
財
政
力
に
応
じ
て
自
治
体
と
自
治
体
組
合
に
交
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉

事
業
を
充
実
、
強
化
し
、
社
会
・
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
拡
充
す
る
こ
と
が
音
ム
因
さ
れ
た
。

保
健
事
業
が
福
祉
事
業
に
比
べ
て
発
達
し
た
原
因
と
し
て
は
、
一
九
六
七
年
の
健
康
保
険
法
に
よ
り
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
普
及
が
進

ん
だ
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
七
二
年
の
国
民
保
健
法
に
よ
っ
て
保
健
事
業
の
開
発
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
民
保
健
法
の
目
標

は
一
次
医
療
に
よ
る
保
健
事
業
の
強
化
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
は
、
一
次
医
療
の
保
健
病
院
ケ
ア
の
増
加
と
な
っ
て
現
れ
た
。
こ
れ

は
老
人
ホ
l
ム
の
病
床
が
、
一
次
医
療
の
保
健
病
院
の
病
棟
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
保
健
医
療
の
方
が
よ
り
良

い
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
の
だ
と
い
う
、
市
民
お
よ
び
行
政
の
考
え
方
が
存
在
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
保
健
ケ
ア
の
方
が
福
祉
ケ
ア
よ
り
も

(2) 

国
庫
負
担
金
の
割
合
が
多
か
っ
た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
。

表
1
は
〈
〉
F
H〉
〈
〉
改
革
前
後
の
高
齢
者
の
施
設
ケ
ア
の
入
院
(
入
所
)
の
動
向
で
あ
る
。
改
革
前
と
比
較
し
て
、
老
人
ホ
!
ム
入
所

者
数
と
二
次
医
療
へ
の
入
院
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

一
次
医
療
病
院
入
院
者
数
は
、
国
民
保
健
法
の
制
定

北法53(6・103)1719



説論

1989 

28400 

43 

24600 

32070 

以
後
増
加
し
、
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
後
も
、

二
次
医
療
か
ら
入
院
患
者
が
移
さ
れ
た
の
で
、
減
少
は
み
ら
れ
な
い
。

北法53(6・104)1720 

1975-1989(3) 

1980 

30400 

53 

15800 

42200 

1975 

30900 

61 

6800 

46200 

こ
の
時
期
に
特
に
立
ち
後
れ
て
い
た
高
齢
者
福
祉
に
言
及
す
れ
ば
、

一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら

一
九
七

0
年

代
に
か
け
て
、
社
会
福
祉
の
あ
り
方
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
祉
扶
助
法
に
代
わ

る
法
律
の
整
備
が
遅
滞
し
て
い
た
の
で
、
高
齢
者
は
依
然
と
し
て
救
済
さ
れ
る
べ
き
困
窮
者
と
い
う
分
類
で
扱

わ
れ
て
い
た
。

一
九
八
二
年
制
定
の
社
会
福
祉
法
は
、
法
律
の
主
旨
か
ら
判
断
す
る
と
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
の

(4
)
 

名
称
の
方
が
そ
の
内
容
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
〈
〉
戸
、
H
J

〉
〈
〉
改
革
の
結
果
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
個

別
的
に
行
っ
て
い
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
全
国
計
画
の
も
と
に
統

一
さ
れ
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
と
な
っ
た
の

(5) 

で
あ
る
。

改
革
後
、
高
齢
者
福
祉
事
業
は
保
育
と
同
等
同
格
の
事
業
と
な
り
、
高
齢
者
は
、

自
治
体
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
「
顧
客
」
の
地
位
と
権
利
を
法
的
に
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
事
業
も
他
の
事
業
と
同
様
に
国
庫
負
担
金
の
対
象
と
な
り
、
最
後
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

(6
)
 

生
活
保
護
保
障
が
、
同
じ
く
社
会
サ
ー
ビ

ス
の
分
野
に
入
っ
た
。
こ
れ
ら
の
帰
結
と
し
て
、
病
院
に
社
会
的
入

一
般
市
民
と
同
じ
よ
う
に

施設ケアの動向

老人ホーム(床)

65歳以上1000人に対して

一次医療病院入院者数

二次医療病院入院者数

院
の
状
態
に
あ
っ
た
高
齢
者
が
、
福
祉
の
施
設
で
あ
る
老
人
ホ

l
ム
、
ま
た
は
自
宅
に
移
さ
れ
、
そ
こ
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
に
重
点
を
お
い
て
強
力
に
開
発
さ
れ
た
の
で
、
在
宅
介
護
、

表 l在
宅
看
護
も
そ
れ
以
前
と
比
較
し
て
急
速
に
発
達
し
、
老
人
ホ

l
ム
か
ら
自
宅
に
移
る
こ
と
も
可
能
に
な

っ
た
。
同
様
な
傾
向
が
障
害
者
福

祉
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、

一
九
八

0
年
代
に
は
保
健
支
出
と
比
べ
て
大
幅
に
社
会
福
祉
支
出
が
増
大
し
た
。
そ
れ
は
保
育
、

高
齢
者
ケ
ア
、
お
よ
び
障
害
者
ケ
ア
の
分
野
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
保
障
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

(7
)
 

社
会
福
祉
事
業
分
野
の
雇
用
が
増
大
し
た
。
こ
う
し
て
、
〈
〉
戸
、
吋
〉
〈
〉
改
革
の
結
果
、
保
健
の
み
な
ら
ず
社
会
福
祉
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ



ニ
マ
ム
が
達
成
さ
れ
、

(
8
)
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
名
実
共
に
普
遍
主
義
を
標
梼
す
る
北
欧
型
福
祉
国
家
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
政
策
の
転
換
、
社
会
福
祉
事
業
の
構
造
改
革
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
革
の
目
標

は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
自
治
体
や
各
省
庁
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
改

革
に
よ
っ
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、

特
に
高
齢
者
へ
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
政
策
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
。
こ
れ
ら
の
解

明
が
本
章
に
お
け
る
目
的
で
あ
る
。

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (5) 

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、

は
じ
め
に
、
〈
〉
F
4
4
〉
〈
〉
改
革
に
至
る
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
庫
支
出
金
制
度
の
展
開
、

な
ら
び
に
社
会
福
祉
保
健
制
度
と
高
齢
者
ケ
ア
政
策
の
流
れ
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
し
よ
う
。
次
に
、
〈
〉
戸
、
H
J
P

〈
〉
改
革

(9) 

の
成
立
に
至
る
ま
で
の
政
治
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
。
最
後
に
、
〈
〉

rJ「
〉
〈
〉
改
革
の
内
容
と
成
果
の
検
討
を
行
う
。

第

節

国
庫
支
出
金
制
度
と
社
会
福
祉
保
健
事
業

国
庫
支
出
金
制
度
の
展
開

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
す
で
に
一
八
六
0
年
代
以
降
か
ら
、
自
治
体
事
務
に
対
し
て
国
庫
支
出
金
?
と

2
2
8
c
)
が
給
付
さ
れ
る
よ
う

(
叩
)

に
な
っ
た
。
一
八
六
0
年
代
に
制
定
さ
れ
た
国
民
学
校
法
に
基
づ
く
、
教
育
事
業
に
対
す
る
国
庫
支
出
金
交
付
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

一
八
八
0
年
代
に
は
、
自
治
体
の
保
健
事
業
と
救
貧
事
業
に
も
国
庫
支
出
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
庫
支
出
金
は
、

す
べ
て
の
自
治
体
に
対
し
て
同
額
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
自
治
体
の
形
態
(
当
時
は
市
町
村
)
に
よ
っ
て
区
分
し
て
交
付
さ
れ
た
。
当
時

の
農
村
自
治
体
は
、
市
よ
り
比
較
的
多
く
国
庫
支
出
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
貧
し
い
自
治
体
お
よ
び
過
疎
の
自
治
体
は
、
追
加
の
補
助

北法53(6・105)1721 



説

(
U
)
 

金
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
の
国
庫
支
出
金
の
対
象
は
、
学
校
教
育
事
業
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

(ロ)

一
九
二
二
年
に
救
貧
法
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
が
積
極
的
に
社
会
福
祉
政
策
を
行
う
よ
う
に
な
っ

社
会
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
、

号也
関岡

た
の
は
、

一
九
三
0
年
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
国
民
年
金
と
出
産
給
付
制
度
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
社

会
政
策
費
は
、
失
業
対
策
費
を
除
外
す
る
と
国
の
予
算
の
二
%
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
様
々
な
児
童
福
祉
費
が
そ
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い

(ロ)
た
。
保
健
、
社
会
福
祉
お
よ
び
教
育
事
業
は
自
治
体
の
義
務
と
な
っ
て
い
た
。

(
日
)

社
会
政
策
事
務
の
た
め
に
国
庫
支
出
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
三
八
年
ま
で
に
は
十

一
の
法
律
に
よ
っ
て
、
自
治
体
は
、

一
九
三
0
年
代
に
入
る
と
、
自
治
体
側
か
ら
自
治
に
つ
い
て
の
解
釈
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
議
論
の
中
に
は
、

「
国
の
法
律
制
定
に
基
づ
く
自
治
体
の
事
務
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
は
、
自
治
体
が
失
っ
た
自
治

一
方
で

権
に
対
し
て
そ
の
補
償
を
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
国
庫
支
出
金
が
交
付
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
国
庫
支
出
金
は
、
法
制
定
義
務

の
執
行
に
か
か
わ
る
経
済
的
補
助
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
聞
の
財
政
力
格
差
の
結
果
生
じ
る
政
策
上
の
格
差
を

是
正
す
る
こ
と
も
、
国
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
、
「
自
治
体
の
権
限
は
元
来

国
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
固
と
自
治
体
の
事
務
配
分
は
法
律
の
制
定
者
が
定
め
た
と
い
う
正
当
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
国
が
自
治
体

を
監
督
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
国
庫
支
出
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
国
は
法
で
定
め
る
以
上
の
監
督
の
権
利
を

J
貝
っ
た
。
の

で
あ
る
」
と
い
う
議
論
、
つ
ま
り
地
方
自
治
と
は
、
国
が
国
民
全
て
に
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
手
段
で
あ
る
と
、
機
能
主
義
的
に
地
方
自

(
日
)

治
を
捉
え
る
議
論
も
当
時
は
有
力
で
あ
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
の
中
頃
か
ら
、
自
治
体
の
中
央
組
織
は
国
庫
支
出
金
(
〈
包

E
E吉
)
の
中
で

s-gロ
0
2
5
と

g
-
E
E〈
Z
2
5
の
二
つ
の

用
語
を
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
〈
と

5
5
2
5
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
国
庫
支
出
金
(
法
律
補
助
)
に
つ
い
て
使

わ
れ
、

S
E
S里
g
g∞
は
国
の
自
由
裁
量
に
基
づ
く
国
庫
支
出
金
(
予
算
補
助
)
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
杜

北法53(6・106)1722 



会
福
祉
国
家
の
建
設
期
の
一
九
六
0
年
代
か
ら
一
九
八
0
年
代
に
か
け
て
、
特
に
、
社
会
福
祉
保
健
お
よ
び
教
育
文
化
事
業
な
ど
の
社
会
政

(
日
山
)

策
の
分
野
で
、
法
律
で
制
定
さ
れ
た
自
治
体
事
務
が
急
速
に
増
加
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
国
庫
負
担
金

(
g
-
5
5
2
5
)
と
は
、
〉
'

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

開
マ
キ
マ

ッ
テ
ラ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
自
治
体
に
は
全
国
的
に
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
事
務
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
法
律
に
よ

っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
自
治
体
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
自
由
に
ど
の
事
務
を
行
う
か
を
選
ぶ
権
利
は
な
い
。
こ
の
事
務
の
執
行

(
げ
)

の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
原
則
に
基
づ
き
、
国
が
自
治
体
に
交
付
す
る
の
が

g
E
S
S
Eと
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
解
釈
に
沿
っ
て
、
国
庫

負
担
金
も
、
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
包
括
補
助
金
も
、

g
-
2
0
5
2
5
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

法
律
に
よ
っ
て
自
治
体
に
定
め
ら
れ
た
事
務
、
す
な
わ
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
ど
こ
で
に
あ
っ
て
も
住
民
に
と
っ
て
同
じ
水
準
の
も

の
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
治
体
の
税
収
入
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
、
国
が
財
政
的
な
保
障
を
行
う
よ
う
に
要
求
で
き
る
の

だ
と
い
う
考
え
が
自
治
体
側
に
あ
っ
た
。
こ
の
自
治
体
の
要
求
は
、
当
時
の
国
内
事
情
に
よ
り
正
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

そ
の
こ
ろ
比
較
的
貧
し
い
北
部
と
東
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
方
か
ら
、
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
南
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
方
へ
の
人
口
の
移

(凶
)

動
が
激
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
口
移
動
は
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
の
地
方
の
地
方
税
収
に
大
き
く
影
響
し
た
。

自
治
体
と
自
治
体
組
合
へ
の
国
庫
支
出
金
制
度
の
改
革
を
す
る
た
め
に
、

一
九
五
七
年
に
設
置
さ
れ
た
国
庫
支
出
金
委
員
会

(
r
E
t
g

〈同一
t
o
E〈
Z
2
5
r
o
E
R同
)
は
、
一
九
六
八
年
の
委
員
会
報
告
(
自
治
体
と
自
治
体
組
合
へ
の
国
庫
負
担
金
、
補
助
金
お
よ
び
貸
付
金
の
規
定

に
つ
い
て
の
法
案
)
で
、
国
庫
負
担
金

g
E
0
5
2
5
を
法
律
に
定
め
の
あ
る
事
務
の
た
め
の
国
庫
支
出
金
、
国
庫
補
助
金

g
E
o
E〈
5
5

(
凶
)

を
国
の
自
由
裁
量
に
よ
っ
て
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
支
出
金
と
、
明
確
な
区
別
を
つ
け
た
。
同
報
告
で
は
、
国
庫
負
担
金
は
基
礎
自
治
体
、

自
治
体
組
合
、
お
よ
び
大
学
医
学
部
付
属
中
央
病
院
連
合
の
よ
う
な
自
治
体
組
合
に
準
ず
る
組
織
を
交
付
の
対
象
と
し
て
い
た
。
報
告
の
主

北法53(6・107)1723 

旨
は
、
行
政
分
野
ご
と
に
国
庫
負
担
金
を
、
住
民
、
生
徒
数
、
患
者
、
給
与
負
担
な
ど
に
つ
い
て
需
要
額
を
算
定
し
て
交
付
す
る
と
い
う
も

(初
)

の
で
あ
っ
た
。
自
治
体
協
会
は
、
国
庫
負
担
金
に
小
学
校
と
図
書
館
が
改
革
の
計
画
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
な
が
ら
も
、
早



説

(
引
)

急
に
改
革
が
成
立
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
、
報
告
の
大
筋
に
す
ぐ
さ
ま
賛
成
の
意
を
表
し
た
。
こ
の
法
案
に
つ
い
て
の
審
議
は

一
九
七

一

年
に
国
会
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、

一
九
七
二
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
内
容
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
変
更
が
行
わ
れ
た
。

ー人

員同

こ
う
し
て
国
庫
支
出
金
制
度
改
革
案
が
準
備
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、

一
九
六
七
|

一
九
六
八
年
に
、
財
政
力
等
級
に
関
す
る
法
律
が
事
業

ご
と
に
制
定
さ
れ
、

一
九
六
九
年
に
実
施
さ
れ
た
。
財
政
力
等
級
は
一
か
ら
一

O
の
一

O
段
階
に
わ
け
ら
れ
た
。
等
級
一
に
お
い
て
国
庫
支

一
O
に
お
い
て
最
も
小
さ
く
設
定
さ
れ
た
。
財
政
力
等
級
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
全

出
金
が
最
も
大
き
く
、

国
平
均
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
っ
た
。
な
お
事
業
に
よ
っ
て
は
、
等
級
一
|
三
に
属
す
る
自
治

(
辺
)

体
に
し
か
国
庫
支
出
金
が
配
分
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

一
方
、
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

一
九
六

0
年
代
か
ら

一
九
七

0
年
代
に
か
け

(お
)

て
、
財
政
計
画
に
よ
っ
て
、
国
の
行
財
政
の
将
来
の
展
望
を
計
測
し
よ
う
と
い
う
行
政
の
動
き
が
強
く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
~ M、

問
題
と

ー な
九つ
七た
O の
年内
、国

自と
占i‘ 戸司
《口 にコ

依治
財体
政の
計事
而務

委卑
員分
会の

一明
官確
E イヒ
5 で、
ーあ

E り
U 、
ロ

E国
E の
邑計
5 画
E と
長自
~. '{台
g 体
) の

は計
、画

継を
続結
的び
なっ
自け
治る
体こ
財と
政で
審あ
議 つ

た
。
こ
の
た
め
、

ム一品

(-eロロ白
-
E
2色
。
ロ
色
。
ロ
ロ
四
己
〈

ORaz-eロ
g)
の
設
置
を
提
案
し
た
。
内
閣
は
、

一
九
七

一
年

一
二
月
に
提
案
を
受
け
入
れ
て
同
審
議
会
を
設

置
し
、
同
時
に
一
九
五
七
年
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
自
治
体
国
庫
支
出
金
委
員
会

(
E
E
g
g
-
-
8
2
5
Z件
0
5
8白
)
と

一
九
六
九
年
設

置
に
さ
れ
た
地
方
債
審
議
会

(
E
S
S
E
5
5
5
2
E
z
r
E
S
)
を
廃
止
し
た
。
以
後
、
こ
の
自
治
体
財
政
審
議
会
は
国
と
自
治
体
の
関
係

(M
)
 

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
七
三
年
に
、
法
令
で
自
治
体
財
政
審
議
会
の
業
務
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
(
こ
自
治
体
財
政
計
画
の
充
実
と
強
化
、
お
よ

び
国
の
財
政
計
画
と
の
調
和
、
(
二
)
国
と
自
治
体
の
事
務
配
分
制
度
の
検
討
で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
内
務
省
に
設
置
さ
れ
、
内
務
省
の
ほ

か
に
財
務
省
、
教
育
省
、
社
会
保
健
省
、
財
政
計
画
セ
ン
タ
ー
、
金
融
機
関
な
ら
び
に
自
治
体
の
中
央
組
織
の
代
表
が
参
加
し
た
。

九
七

北法53(6・108)1724



七
年
か
ら
、
自
治
体
の
中
央
組
織
は
、
そ
れ
ま
で
内
閣
が
決
め
て
い
た
審
議
会
の

一
六
人
の
代
表
の
半
数
を
、
自
分
た
ち
で
選
ぶ
権
利
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自
治
体
の
中
央
組
織
の
審
議
会
に
お
け
る
発
言
力
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
な
に
よ
り
も
、

自

(
お
)

治
体
に
と
っ
て
中
央
組
織
の
重
要
性
を
高
め
る
こ
と
に
・
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
治
体
財
政
審
議
会
は
、
公
共
部
門
全
体
と
そ
の
全
体
計
画
の

戦
略
の
た
め
の

コ
l
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
な
機
関
で
あ
っ
た
。
審
議
会
は
、
直
ち
に
国
庫
支
出
金
制
度
改
革
に
関
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
範

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

囲
は
、
自
治
体
財
政
と
国
家
財
政
の
計
画
、
そ
の
計
算
方
法
の
統
一
化
と
調
整
、
統
計
の
開
発
、
自
治
体
財
政
の
中
期
的
な
予
測
、
そ
し
て

(お
)

固
と
自
治
体
の
事
務
と
負
担
の
配
分
に
関
す
る
解
明
に
お
よ
ん
だ
。

(幻
)

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
「
自
治
体
と
自
治
体
組
合
へ
の
国
庫
負
担
金
と
国
庫
補
助
金
に
関
す
る
法
律
宗
〈
。
戸
)
」
が

一
九
七
三
年
に

制
定
さ
れ
、

一
九
七
五
年
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
も
自
治
体
も
穴
〈
O
F
に
は
満
足
し
て
お
ら
ず
、
審
議
会
に
お
い

て
改
革
の
審
議
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
国
庫
支
出
金
は
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
複
雑
で
、
支
出
金
に
関
す
る
規
則
が
約

一

四
O
も
あ
る
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
負
担
経
費
に
対
す
る
負
担
率
(
%
)
が
個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

自
治
体
が
国
の
負
担
率
の
高
い
事
務
を
好
ん
で
選
択
す
る
よ
う
な
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
は
、
自
治
体
全
体
の
財
政

を
強
化
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
は
、
よ
り
容
易
に
監
督
し
や
す
い
制
度
を
求
め
、
支
出
金
の
水
準
を
国
が
決
め
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
。
一
方
、
自
治
体
の
方
は
何
よ
り
も
自
治
体
聞
の
格
差
を
解
消
し
、
し
か
も
、
自
治
体
が
よ
り
自
由
に
執
行
で
き
る
制
度
を
欲
し

(
お
)

て
い
た
。

(
M
U
)
 

そ
こ
で
、
新
し
い
国
庫
支
出
金
制
度
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
骨
格
が
、
自
治
体
財
政
計
画
審
議
会
で
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
( 

ー
) 

般
補
助
金
、
士
乙
事
業
別
の
国
庫
負
担
金

(
運
営
費
と
建
設

・
設
備
費
)
、
(
三
)
事
業
別
の
国
庫
補
助
金
(
四
)
固
か
ら
与
え
ら
れ
た
事

務
に
た
い
す
る
補
償
、
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
般
補
助
金
で
自
治
体
聞
の
格
差
を
解
消
し
、
そ
の
上
、
各
省
の
事
業
ご
と
に
国

庫
支
出
金
を
統
一
す
る
と
い
う
固
と
自
治
体
双
方
を
満
足
さ
せ
る
制
度
案
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

北法53(6・109)1725 



説

(ω) 

供
給
の
急
速
な
増
加
に
対
処
す
る
た
め
に
、
計
画
制
度
を
自
治
体
に
義
務
づ
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
の
国
の
指
導
監
督
は
次

の
二
点
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
一

つ
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
、
質
、
開
発
等
に
つ
い
て
の
全
国
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、

(幻
)

も
う
一
つ
は
、
財
源
の
使
用
と
負
担
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
九
七
0
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
七
七
年
に
は
新
し
い
地
方
自
治

体
法
が
成
立
し
た
。
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
0
年
代
に
入
っ
て
も
改
革
の
議
論
が
続
け
ら
れ
、
国
も
、
地
方
自
治
を
よ
り
考

(
辺
)

慮
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
、
小
中
学
校
、
高
校
お
よ
び
図
書
館
に
関
す
る
統
一
さ
れ
た
国
庫
負
担
金
法
が

制
定
さ
れ
た
。
次
に
統
一
さ
れ
た
の
が
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
当
時
の
国
庫
支
出
金
に
か
か
わ
る
法
律

の
中
で
最
も
重
要
と
さ
れ
る
法
律
、
す
な
わ
ち
、

北法53(6 -110) 1726 

論

一
九
八
四
年
施
行
さ
れ
た
「
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
計
画
と

国
庫
負
担
金
に
関
す
る
法
律

(ω
〈
O
F
)
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
七
O
の
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
様
々
な
国
庫
支
出
金
が
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
っ

(お
)

た
。
そ
し
て
、
そ
の
準
備
段
階
で
こ
の
制
度
改
革
は
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
と
名
付
け
ら
れ
た
。

一
九
八
二
年
に
制
定
さ
れ
、

社
会
福
祉
保
健
制
度
の
問
題
点

こ
れ
ま
で
に
、
国
庫
支
出
金
制
度
の
観
点
か
ら
〈
〉
口
J

〉
〈
〉
成
立
の
背
景
を
検
討
し
た
。
そ
れ
で
は
、
改
革
以
前
の
国
庫
支
出
金
制
度

が
当
時
の
社
会
福
祉
保
健
政
策
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
し
、
〈
〉
F
J
門
〉
〈
〉

(
M
A
)
 

改
革
の
背
景
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う
。

社
会
省
が
社
会
保
健
省
に
な
り
、
社
会
福
祉
庁
が
設
立
さ
れ
た

一
九
六
八
年
以
降
、
国
の
歳
出
の
う
ち
社
会
保
健
省
の
占
め
る
割
合
は
、



表

2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

八
年
に
二
・
一
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
社
会
保
健
省
の
支
九

前
年
の
五
%
か
ら

出
は
、
児
童
手
当
な
ど
が
制
定
さ
れ
た
一
九
四
九
年
に
、

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (5) 

一
七
・
七
%
と
増

大
し
、

一
九
六
八

年
に
は
一
六
%
に

(お
)

達
し
た
。

増
加
の

傾
向
は
そ
の
後
も

継
続
し
、

九
七

0
年
代
の
中
頃
に

は
二

O
%
、

八
0
年
代
の
中
頃

に
は
二
五
%
を
越

え
た
。

こ
こ
で
、
社
会

福
祉
保
健
事
業
と

国
庫
負
担
率
の
関 九

社会保健省の支出が国の歳出に占める割合(36)

支出(100万マルカ 国の歳出に占める割合(%)

1580 16.2 

2197 19.5 

5316 19.3 

20.5 

25. 7 

27.7 

10432 

24658 

38961 

表2

年

1968 

1970 

1975 

1980 

1985 

1990 

1675，3 

3161，1 

4836，4 

177，2 

757，5 

211，2 

425，3 

60，6 

628，8 

216，8 

315，8 

2793，2 

7629，6 

営 費

T 菌真保険事業

専門医療ケア

計

社会福祉行政

保育

児童青少年事業

知的障害者身体障害者ケア

中毒者ケア

高齢者ケア

ホームサービス

失業保障

計

運 営費 総計

設 備投 資

保健事業

社会福祉事業

設備投資総計

支出合計

57.1 

57.4 

57.3 

国庫負担率
(%) 

1978年の社会福祉保健費(幻)

支出総額
(百万マルカ)

表3

運

保健事業

50.1 

22.3 

69.3 

44.8 

2.4 

32.8 

45.1 

35.0 

49.1 

社会福祉事業

40.8 

14.2 

32.5 
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47.4 

623，6 

282，2 

905，8 

8535，4 仇
向島i
 
j
 



説

係
を
見
て
み
よ
う
。
表

3
は

一
九
七
八
年
の
社
会
福
祉
保
健
費
総
額
と
国
庫
負
担
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
社
会

雪'd.
n岡

福
祉
保
健
事
業
の
国
庫
負
担
金
の
額
は
個
々
の
事
業
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
。
主
な
も
の
は
財
政
力
等
級
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
が
、
そ
う

(
お
)

で
な
い
も
の
も
あ
り
、
事
業
ご
と
に
大
き
な
差
が
存
在
し
て
い
た
。

-
0
1
三

・
七
%
で
平
均
は
三
%
で
あ
っ

(
ぬ
)

た
。
高
齢
者
福
祉
は
こ
の
福
祉
扶
助
法
の
分
野
に
属
す
る
事
業
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
国
庫
負
担
金
は
極
端
に
低
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

保
健
事
業
お
よ
び
一
部
の
社
会
福
祉
事
業
の
国
庫
負
担
率
は
三
九
|
七
O
%
で
、
平
均
五
七
・
五
%
で
あ
っ
た
。
国
民
保
健
事
業
、
専
門
医

最
小
の
国
庫
負
担
率
は
、
福
祉
扶
助
法

(
Z
o
-
8
8
c
z
r
c
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
の
率
は

一

療
、
知
的
障
害
者
の
特
別
ケ
ア
の
他
に
、
ご
く
少
数
の
事
業
だ
け
に
、
設
立
お
よ
び
運
営
の
国
庫
負
担
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

そ
の
他
の
社
会
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
国
庫
負
担
金
が
支
払
わ
れ
た
の
は
、

一
般
に
運
営
費
だ
け
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は

ホ

ム
メ

カ

(
指
導
員
)
に
か
か
わ
る
運
営
費
の
半
分
の
み
で
あ
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
の
施
設
と
保
護

一
方
、
保
育
所
、

作
業
所
に
限
り
、
設
立
費
用
と
し
て
国
庫
補
助
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
保
育
所
と
て
も
、
運
営
費
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
職

(ω) 

員
給
与
、
家
賃
の
み
で
あ
っ
た
。
当
時
の
職
員
の
給
与
は
、
社
会
福
祉
保
健
支
出
全
体
の
六
O
|
九
O
%
を
占
め
て
い
た
。

従
っ
て
、
自
治
体
は
、
職
員
数
を
多
く
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、
た
と
え
、
そ
の
事
業
が
自
治
体
に
と

っ
て
さ
ほ
ど
必
要
で
な
い

も
の
で
あ
っ
て
も
、
維
持
し
た
方
が
財
政
的
に
得
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
内
閣
法
案
提
案
理
由
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
自
治
体
は
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
税
や
そ
の
他
の
税
収
入
源
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
収
入
が
自
治
体
の
サ

i

ビ
ス
維
持
の
負
担
額
を
上
回
る
場
合
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
治
体
は
事
業
内
容
の
質
お
よ
び
経
済
性
を
考
慮
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
努
力
を
積
極
的
に
は
行
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

社
会
福
祉
保
健
の
国
庫
支
出
金
の
申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
同
ハ
〈
。
戸
が
適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ど
の
事
業
に
た
い
し
て
ど
れ
だ

け
の
率
の
国
庫
支
出
金
が
与
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
保
健
関
係
の
特
別
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
特
別
法
の
数
は
、

北法53(6・112)1728 



改
革
前
に
は
約
四
O
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
あ
る
た
め
、
統

一
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

一
九
七
0
年
代
に
起
こ
っ
た
。
こ

一
九
七
二
年
に
国
民
保
健
法

(
E
E
B再開
2
3田
Z
E
)
が
施
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
事
業
の
国
庫
支
出
金
が
こ
の
法
律
に
統

の
結
果
、

一
さ
れ
、
同
時
に
計
画
制
度
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
計
画
制
度
は
、
一
九
七
三
年
に
医
療
機
関
に
も
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

保
健
医
療
事
業
に
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
計
画
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
計
画
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

一
九
七

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

三
年
に
保
育
と
、
そ
し
て

一
九
七
八
年
に
知
的
障
害
者
ケ
ア
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。

社
会
福
祉
保
健
政
策
計
画
は
、
主
に
社
会
保
健
省
で
作
成
さ
れ
、
政
府
は
こ
れ
を
承
認
し
た
。
計
画
は
行
政
上
の
国
の
監
督
の
手
段
で
あ
っ

た
。
国
会
で
は
、
計
画
の
目
標
、
組
織
、
方
法
の
大
枠
を
決
定
し
た
が
、
予
算
を
通
し
て
以
外
は
そ
の
内
容
に
は
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
中
・
長
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
計
画
を
定
め
る
法
律
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
に
参
ノ
加

(引
)

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
健
事
業
と
主
要
な
社
会
福
祉
事
業
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
計
画
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
承
認
さ
れ
た
事

業
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
が
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
お
け
る
国
庫
負
担
金
交
付
の
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
実
の
問
題
と
し
て
、
法
制
定
の
計
画
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
保
健
事
業
と
社
会
福
祉
事
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
国
庫
負
担
金
使
用

に
つ
い
て
国
の
検
査
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
計
画
制
度
が
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
に
お
い
て
も
、
国
庫
負
担
金
の
検
査
監

督
を
配
分
後
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
庫
負
担
金
と
全
国
計
画
が
連
結
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
に
か
か
わ

る
複
雑
な
検
査
は
、
約
四
O
の
様
々
な
特
別
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
に
、
維
持
す
る
だ
け
に
も
、
非
常
に
複
雑
か
つ
膨
大
な
手
続

き
が
必
要
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
お
い
て
は
国
庫
負
担
金
の
配
分
数
は
年
間
約
八
万
件
も
あ
り
、
申
請
の
た
め
の
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様
々
な
手
続
き
等
は
年
間

一
O
万
件
に
も
な
っ
た
。
国
庫
負
担
金
の
申
請
お
よ
び
認
可
に
携
わ
る
職
員
数
は
、
自
治
体
と
自
治
体
組
合
を
あ

わ
せ
て
約
四
O
O
人
、
国
側
は

一
O
O
人
に
も
達
し
た
。
行
政
手
続
き
の
面
か
ら
も
、
制
度
を
速
や
か
に
簡
素
化
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で

(必
)

あ
る
。



説

戦
後
の
高
齢
者
政
策
の
展
開

第
二
節

論

一
八
八
0
年
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
問
題
が
本
格
的
に

社
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
一
九
四
0
年
代
末
か
ら
一
九
0
年
代
初
頭
で
あ
り
、
高
齢
者
政
策
が
、
フ
ィ
ン
ラ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
齢
者
政
策
の
形
成
の
芽
生
え
は
、

ン
ド
の
社
会
保
障
に
明
確
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
0
年
代
以
降
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
は
じ
め
に
、
高
齢
者
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
戦
後
ま
も
な
く
、

一
九
四
九
年
に
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
福
祉
委
員
会
報
告
か

ら
、
戦
後
の
高
齢
者
の
直
面
し
た
問
題
と
政
策
の
形
成
を
概
観
し
、
次
に
、
救
貧
法
に
代
わ
り
制
定
さ
れ
た
福
祉
扶
助
法
の
も
と
で
、
高
齢

者
ケ
ア
が
、
一
九
七
0
年
代
に
本
格
的
に
福
祉
国
家
の
建
設
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
と
問
題
点
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
一

九
八
0
年
代
初
頭
に
、
前
項
で
検
討
し
た
国
庫
支
出
金
制
度
の
歪
み
が
、
高
齢
者
ケ
ア
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ

を
明
ら
か
に
し
よ
う
。高

齢
者
福
祉
委
員
会

最
初
の
高
齢
者
福
祉
を
取
り
扱
う
委
員
会
(
〈

g
E号ロ
F
E
E
Z
E
-
g
)
が
内
閣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
一
九
四
九
年
で

あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
委
員
会
報
告
は
、
(
こ
高
齢
者
人
口
の
襲
、
(
二
)
生
活
保
障
、
住
宅
、
健
康
状
態
、
生
活
状
態
、

趣
味
、
生
き
が
い
、
現
状
に
た
い
す
る
反
応
な
ど
、
高
齢
者
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
の
調
査
、
(
三
)
自
治
体
ホ
l
ム
、
民
間
老
人
ホ
l
ム

お
よ
び
入
所
者
に
関
す
る
調
査
、
(
四
)
病
院
に
入
院
し
て
い
る
高
齢
者
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
直
面
す
る
問
題
を

(
H
H
)
 

解
決
す
る
た
め
の
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
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(
何
)

一
一
一
年
を
か
け
た
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
、
委
員
会
報
告
は
、
高
齢
者
が
戦
後
に
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
次
ぎ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
づ
。
。

(
一
)
農
村
社
会
か
ら
都
市
化
・
工
業
化
し
た
社
会
へ
の
移
行
お
よ
び
貨
幣
経
済
が
高
齢
者
の
生
活
状
態
を
悪
化
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
社

会
に
お
い
て
は
、
自
給
自
足
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
近
親
や
家
族
の
紳
が
弱
ま
り
、
家
長
主
義
で
あ
っ
た
家
族
関
係

が
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
高
齢
者
は
も
は
や
社
会
の
中
で
必
要
と
さ
れ
な
く
な
り
、
新
し
い
社
会
環
境
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ず
居
場

(
必
)

所
を
失
っ
て
い
っ
た
。

(
二
)
戦
争
は
高
齢
者
の
生
活
保
障
を
奪
い
去
っ
た
。
高
齢
者
は
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
子
供
を
養
育
し
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
争
で
子
供
を
失
い
、
自
分
の
老
後
を
彼
ら
に
委
ね
て
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。(灯
)

(
三
)
老
人
ホ
l
ム
が
不
足
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
た
め
の
長
期
療
養
型
病
院
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(
四
)
戦
後
の
住
宅
事
情
が
悪
く
、
多
く
の
高
齢
者
が
住
む
場
所
を
失
っ
た
。
そ
の
上
、
戦
前
の
貨
幣
価
値
が
下
が
り
、
多
く
の
高
齢
者
に

(
必
)

と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
で
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
も
、
賃
貸
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
た
。

(
五
)
一
八
八
三
年
以
前
に
生
ま
れ
た
高
齢
者
は
国
民
年
金
の
恩
恵
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
の
で
、
経
済
状
態
の
改
善
が
緊
急
な
問
題
と
な
っ

同-、
a
'
-

。

て
し
ず
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
指
摘
し
た
上
で
、
委
員
会
報
告
は
、
高
齢
者
の
た
め
に
、
(
こ
国
民
年
金
の
対
象
外
に
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を
救
済

す
る
こ
と
、
(
二
)
高
齢
者
の
住
居
環
境
の
改
善
策
と
し
て
は
、
高
齢
者
用
住
宅
建
設
の
助
成
、
高
齢
者
が
自
宅
で
住
め
る
よ
う
に
修
理
費

の
ロ

l
ン
供
給
、
住
宅
を
所
有
し
て
い
な
い
高
齢
者
の
た
め
に
家
賃
補
助
支
給
な
ど
の
施
策
を
行
う
こ
と
、
(
三
)
老
人
ホ
l
ム
数
を
緊
急
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に
増
加
さ
せ
、
そ
の
住
居
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
、
(
四
)
急
性
疾
患
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
高
齢
者
の
た
め
に
専
門
病
院
を
設
立
し
、
自

宅
へ
の
訪
問
看
護
を
も
開
発
す
る
こ
と
、
(
五
)
高
齢
者
に
適
す
る
就
労
の
あ
り
方
の
調
査
す
る
こ
と
、
(
六
)
高
齢
者
と
介
護
者
へ
の
税
制

上
の
配
慮
を
行
い
、
高
齢
者
の
ケ
ア
を
す
る
親
族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
、
(
七
)
救
貧
法
に
よ
る
世
代
聞
の
扶
養
義
務
の
軽
減
、



説

(
八
)
高
齢
者
の
精
神
状
態
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
親
族
、
教
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

(ω
)
 

と、

な
ど
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
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言翁

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
福
祉
委
員
会
は
、
戦
後
ま
も
な
く
、
国
が
、
初
め
て
高
齢
者
を
社
会
福
祉
・
保
健
事
業
の
対
象
と
な
る

一
つ
の
人

口
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
捉
え
て
、
総
合
的
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
高
齢
者
の
ケ
ア

は
す
で
に
一
八
八
0
年
代
に
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
貧
民
ケ
ア
の
範
囲
内
で
あ
り
、
保
健
ケ
ア
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
分
野
に
お

い
て
も
、
高
齢
者
に
は
児
童
家
族
と
比
較
し
て
、
政
策
対
象
と
な
る
一
つ
の
人
口
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、

把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

意
味
で
、
こ
の
委
員
会
報
告
は
、
戦
後
、
国
が
高
齢
者
ケ
ア
に
本
格
的
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
委

員
会
報
告
提
案
に
基
づ
き
、
徐
々
に
高
齢
者
政
策
が
策
定
さ
れ
、
高
齢
者
ケ
ア
が
本
格
的
に
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

福
祉
扶
助
法
に
よ
る
高
齢
者
福
祉

一
九
五
六
年
に
は
救
貧
法
が
廃
止
さ
れ
、
福
祉
扶
助
法
が
成
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
代
聞
の
扶
養
義
務
は
廃
止
さ
れ
、
自
治
体
ホ

i
ム

に
代
わ
っ
て
、
高
齢
者
の
た
め
の
老
人
ホ

l
ム
や
療
養
ホ

l
ム
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

て
老
人
ホ
l
ム
数
は
二
八
%
、
ベ
ッ
ド
数
は
三
O
%
増
加
し
た
が
、
そ
れ
で
も
需
要
に
追
い
つ
か
ず
、
入
居
者
が
定
員
を
越
え
て
い
る
こ
と

一
九
五
O
年
か
ら

一
九
六
0
年
代
に
か
け

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
同
時
に
病
院
に
入
院
し
て
い
る
高
齢
者
数
も
増
加
し
て
い

っ
た
。

%
が
自
治
体
ホ

l
ム
を
運
営
し
て
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
高
齢
者
政
策
が
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
が
、 一
九
六
0
年
代
の
初
頭
に
は
、
自
治
体
の
九
六

一
九
七
O
年
の
中
頃
に
な
り
社
会
サ

l
ピ

(
卯
)

ス
の
概
念
が
普
及
し
、
施
設
ケ
ア
の
批
判
が
始
ま
る
頃
ま
で
、
高
齢
者
ケ
ア
は
施
設
ケ
ア
が
中
心
で
あ
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
の
も
っ
と
も
重
要
な
高
齢
者
政
策
は
、
所
得
保
障
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
国
民
年
金
法
の
改
正
と
労
働



年
金
制
度
の
整
備
で
あ
っ
た
。
年
金
制
度
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
齢
者
の
経
済
生
活
は
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
六

0
年
代
か
ら

一
九
七

0
年
代
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
重
要
な
保
健
制
度
の
開
発
が
行
わ
れ
た
c

(
日
目

5
2呉
E
E∞Z
E
)
、

一
九
六
四
年
に
健
康
保
険
法

一
九
七
二
年
に
は
国
民
保
健
法

(r
g
g
2
2〈
3
E
E
)
が
施
行
さ
れ
た
。
高
齢
者
の
立
場
か
ら
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
健
康
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、
民
間
の
医
療
に
よ
る
治
療
費
、
検
査
費
、
治
療
の
た
め
の
交
通
費
も
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
あ
る
程
度
払
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い
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
保
健
の
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
化
は
、

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
民
保
健
法
が
、
二
次
医
療
(
専
門
病
院
に
よ
る
医
療
)
に
偏
っ
て
い
た
医
療
ケ
ア
を
、

一
次
医
療
を
充
実
さ
せ
る

一
九
六
0
年
代
に
は
期
待
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
は
進
展
し

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
格
差
が
あ
り
不
十
分
で
も
あ
っ
た
国
民
の
医
療
に
た
い
す
る
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
目
的
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
。

一
九
七
0
年
代
の
初
頭
は
医
療
費
の
九
O
%
が
二
次
医
療
に
使
わ
れ
て
お
り
、
一
次
医
療
は
一
O
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
国
民
保
健
法
に
よ
っ

て
、
自
治
体
に
基
礎
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
供
給
す
る
義
務
が
課
さ
れ
た
。
国
民
保
健
法
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
基
本
法
で
、

(日
)

施
行
の
細
目
は
国
の
五
カ
年
計
画
と
そ
れ
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
自
治
体
の
保
健
計
画
に
規
定
さ
れ
た
。

一
九
五
六
年
の
病
院
法
令
官
白
田
区
間
互
に
よ

っ
て
治
療
不
可
能
の
患
者
の
ケ
ア
を
一
般
病
院
で
行
う
こ
と

が
禁
じ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
患
者
の
八
五
%
も
占
め
て
い
る
高
齢
者
は
主
と
し
て
社
会
福
祉
当
局
の
責
任
で
あ
り
、
長
期
入
院
の
高

齢
者
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
た
病
院
数
は
少
な
か
っ
た
。

」
の
法
律
の
施
行
以
前
は
、

一
九
七
O
年
に
は
三
七
九
の
病
院
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
う
ち
一一一一

八
が
病
棟
を
併

設
し
て
お
り
、
総
ベ
ッ
ト
数
は
九
0
0
0
床
で
あ
っ
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
は
主
に
救
急
患
者
専
門
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
国
民

(
臼
)

保
健
法
の
施
行
後
は
、
長
期
入
院
の
高
齢
者
は
、
拡
張
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
に
徐
々
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
六
0
年
代
に
は
訪
問
看
護
が
盛
ん
に
な
り
、
デ
イ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
も

一
九
六
0
年
代
の
末
頃
か
ら
始
ま

っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
事
業
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て

一
九
三
0
年
代
に
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
五
二
年
に

高
齢
者
事
業
中
央
連
盟
(
〈

S
E
3
C
2
5∞吉田一
E
O
)
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
。

一
九
六
六
年
に
は
自
治
体
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
ホ

l
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説

(
指
導
、
相
談
も
担
当
す
る
指
導
員
)
の
ほ
か
に
身
体
介
助
、
家
事
介
助
に
専
念
す
る
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
導
入
さ
れ
た
。

九
六
八
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
約
八
0
0
0
人
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
が
養
成
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
の
労
働
時
間
の
六
七
%
、

(日
)

ホ
l
ム
メ
ー
カ
ー
の
一
八
%
が
高
齢
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
さ
れ
た
。

ム
メ
ー
カ
ー

雪'd-
n岡

一
九
七
0
年
代
に
な
る
と
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
ホ

l
ム
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
発
達
し
、
入
浴
(
サ
ウ
ナ
)
、
配
食
、
リ
ク
レ
ー

シ
ヨ
ン
な
ど
の
補
助
サ
ー
ビ

ス
も
ホ

l
ム
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
て
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(日
)

以
上
の
八
|
一
O
%
が
補
助
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
0
年
代
の
中
頃
に
は
六
五
歳

高
齢
者
の
住
宅
も
、
自
治
体
、
お
よ
び
個
人
が
国
の
低
利
子
ロ

l
ン
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ

l
ン
協
会
(
列
〉
ペ
)
も
民
間
の
福
祉
団
体
に
高
齢
者
用
の
施
設
建
設
の
補
助
を
行
っ
た
。
一

九
七
O
年
に
な
る
と
、

一
九
五
二
年

の
高
齢
者
福
祉
委
員
会
報
告
で
勧
告
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
国
民
年
金
制
度
の
枠
内
に
住
宅
補
助
が
組
み
込
ま
れ
、
高
齢
者
も
所
得
と
家
賃

に
基
づ
い
て
住
宅
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

一
九
七
0
年
代
に
は
高
齢
者
に
関
す
る
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ
ー
ク
も
オ
ー
プ
ン
(日
)

ケ
ア
の
開
発
と
共
に
始
ま
っ
た
。
高
齢
者
ケ
ア
に
関
す
る
教
科
書
も
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
者
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
の
親
に
対
す
る
扶
養
義
務
は

一
九
七
O
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

前
章
で
検
討
し
た
と
お
り
、

一
九
六
O
年
の
末
か
ら
社
会
福
祉
理
念
改
革
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
理
念
を
盛
り
込
ん

だ
社
会
福
祉
の
原
則
委
員
会
報
告
が

一
九
七

一
年
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
が
主
張
す
る
原
則
に
基
づ
く
高
齢
者
政
策
を
行
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
社
会
保
健
省
は
、

一
九
七
三
年
二
月
に
、
高
齢
者
の
ニ

l
ズ
と
可
能
性
を
調
査
し
、
高
齢
者
ケ
ア
の
た
め
の
法
律
制
定
を
検
討

(日
)

す
る
た
め
に
省
庁
委
員
会
を
設
置
し
た
。

一
九
七
四
年
に
発
表
さ
れ
た
委
員
会
報
告
に
よ
る
と
、
当
時
の
高
齢
者
人
口
は
全
人
口
の
約

一
O
%
に
達
し
て
い
た
。
委
員
会
報
告
は
高

齢
者
福
祉
の
問
題
点
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
(
こ

ま
ず
、
高
齢
者
福
祉
が
福
祉
扶
助
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
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「

矛
盾
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
福
祉
扶
助
法
で
は
貧
し
い

(
財
産
の
な
い
)
高
齢
者
に
扶
助
を
保
障
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
貧
困
が
原
因
で
は
な
く
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
生
活
保
障
と
結
合
さ
せ
る
矛
盾
は
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
(
二
)
次
に
、
福
祉
扶
助
法

の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
自
治
体
に
自
治
体
ホ

l
ム
ま
た
は
老
人
ホ

l
ム
の
供
給
だ
け
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
高

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

齢
者
ケ
ア
は
施
設
ケ
ア
が
中
心
と
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
(
三
)
さ
ら
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
関
わ
る
法
律
は
、
ま
ず
児
童
家
庭
を
優
先

的
に
援
助
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で
、
高
齢
者
お
よ
び
そ
の
他
の
ケ
ア
や
援
助
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
に

(
幻
)

行
き
渡
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
委
員
会
は
、
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
高
齢
者
の
た
め
に
、
施
設
ケ
ア
も
、
今
後
も
引
き
続
き
開
発

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
し
つ
つ
も
、
高
齢
者
福
祉
を
、
人
道
的
お
よ
び
財
政
的
な
観
点
か
ら
住
宅
供
給
と
ホ

l
ム
ヘ
ル

プ
制
度
を
中
心
に
据
え
た
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
に
重
点
を
お
い
て
行
う
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者

が
利
用
で
き
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
の
資
産
状
態
に
関
係
な
く
提
供
す
べ
き
で
、
支

払
い
能
力
が
あ
る
利
用
者
か
ら
は
料
金
を
と
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
委
員
会
は
、
高
齢
者
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
法
案
を
提
案
し
た
。
法
案
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
社
会
福
祉
と
は
、
高
齢
者
に

提
供
す
る
社
会
福
祉
分
野
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
指
し
、
高
齢
者
福
祉
の
目
標
は
、
高
齢
者
や
六
五
歳
以
下
で
も
高
齢
者
に
準
じ
る
ニ

l
ズ
の

あ
る
人
た
ち
が
、
日
常
生
活
を
無
事
に
営
み
、
必
要
と
す
る
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
維
持
し
促
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
高
齢
者
福
祉
事
業
と
は
高
齢
者
の
個
人
的
な
ケ
ア
や
そ
の
他
の
ケ
ア
、
住
居
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
、
移
送
の
手
配
、
余
暇
の
ク

ホ
ー
ム
ケ
ア
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
指
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
計
画
お
よ
び
執
行
は
、
社
会
福
祉
の
原
則
委

員
会
報
告
の
原
則
に
基
づ
く
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
自
治
体
が
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
、
国
は
財
政
力
等

ラ
ブ
活
動
、
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説

級
に
基
づ
き
、
等
級

一
に
は
七
O
%
、
等
級

一
O
に
は
三
九
%
の
国
庫
負
担
金
を
建
設
設
備
お
よ
び
運
営
負
担
の
双
方
に
つ
い
て
支
払
う
こ

(
白
川

)

と
も
提
案
に
含
ま
れ
て
い
た
。

論

結
果
的
に
は
、
委
員
会
の
提
案
し
た
高
齢
者
福
祉
法
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
委
員
会
報
告
は
、
何
が
高
齢
者
ケ
ア
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
示
し
た
上
で
、
普
遍
的
な
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
を
基
盤
と
す
る
政
策
を
提
言
し、

一
九
八
二
年
改
革
へ
の
道

を
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

高
齢
者
ケ
ア
の
問
題
点

こ
れ
ま
で
に
戦
後
か
ら

一
九
七

0
年
代
ま
で
の
高
齢
者
政
策
の
展
開
を
概
観
し
、
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
病
院
を
中
心
と
す
る
施
設
ケ
ア
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
貧
民
ケ
ア
的
な
福
祉
扶
助

法
で
は
も
は
や
高
齢
者
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
、
普
遍
的
な
高
齢
者
ケ
ア
を
保
障
で
き
る
立
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

V
A
L
T
A
V
A
改
革
時
に
、
具
体
的
に
何
が
こ
れ
ら
の
問
題
の
要
因
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
は
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

高
齢
者
が
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
自
治
体
が
供
給
す
る
ケ
ア
の
タ
イ
プ
と
し
て
二
つ
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
と
施
設

ケ
ア
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
場
合
は
、
自
治
体
は
住
宅
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、

ヘ
ル
パ

l
派
遣
な
ど
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
事
業
、

訪
問
看
護
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
施
設
ケ
ア
で
あ
れ
ば
、
公
立
の
老
人
ホ

1
ム
、
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
l
病
院
の
高
齢
者
病
棟
へ
の
入
所
入
院
措
置
で
あ
る
。

一
般
に
、
高
齢
者
の
場
合
は
社
会
福
祉
と
保
健
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
場
合
が
多
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
多
様
に
渡
る
高
齢
者
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
、
自
治
体
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
財
政
負
担
を
ま
ず
検
討

す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
業
ご
と
の
国
庫
負
担
率
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
は
、
自
治
体
が
供
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
と
き

に
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
よ
り
も
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
自
治
体
に
と
っ
て
財
政
的
に
有
利
で
あ
る
か
と

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

い
う
観
点
に
立
っ
て
、
決
定
を
行
う
可
能
性
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(印
)

一
般
に
、
保
健
ケ
ア
の
方
が
社
会
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
財
政
的
負
担
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
ケ
ア
の
中
で
も
二
次
医
療

の
専
門
病
院
ケ
ア
の
方
が
、

一
次
医
療
の
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
に
お
け
る
ケ
ア
よ
り
も
、
財
政
的
負
担
が
大
き
い
。
し
か
し
、
国
家
財
政
全

体
と
し
て
高
く
つ
く
ケ
ア
で
あ
っ
て
も
、
国
庫
負
担
率
が
大
き
い
た
め
に
自
治
体
に
か
か
る
負
担
が
小
さ
く
な
る
の
な
ら
ば
、
自
治
体
は
、

自
治
体
に
と
っ
て
負
担
の
小
さ
い
事
業
の
拡
張
を
好
ん
で
行
う
で
あ
ろ
う
。
住
民
の
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
な
ら

ば
、
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
、
老
人
ホ

l
ム
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
用
住
宅
等
す
べ

て
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
庫
負
担
率
の
格
差
が
大
き
い
上
に
、
手
続
き
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
整
備
が
偏
つ

て
行
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
設
立
費
用
の
補
助
金
が
低
か
っ
た
り
、
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
好
ま
し
い
環
境
を
整
え
運
営
す
る
努
力
を
怠
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
目
的
に
適
し
た
施
設
を
建
設
す
る
か
わ
り

に
、
多
少
の
問
題
が
あ
っ
て
も
安
い
賃
貸
の
施
設
を
利
用
し
た
り
、
民
間
に
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
で
サ
ー
ビ
ス
供
給

(ω
)
 

を
解
決
す
る
こ
と
も
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
経
済
性
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

な
い
場
合
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
保
健
事
業
の
方
が
国
庫
負
担
率
が
高
い
の
で
、
自
治
体
は
保
健
ケ
ア
に
力
を
入
れ
、
そ
の
た
め
社
会
福
祉
の
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の

開
発
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
自
治
体
は
保
健
事
業
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
力
を
入
れ
、
保

健
事
業
に
関
し
て
は
必
要
以
上
設
備
投
資
を
行
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
病
院
に
入
院
す
る
高
齢
者
数
が
多
く
な
る
の

北j去53(6・121)1737



説

は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
必
要
以
外
な
入
院
、

つ
ま
り
社
会
的
入
院
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

社
会
的
入
院
は
財
政
全
体
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
観
点
か
ら
も
高
齢
者
本
人
に
と
っ
て
決
し
て
好
ま
し
い

言命

」
と
で
は
な
い
。

内
閣
法
案
提
案
理
白
書
に
よ
る
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
の
入
院
患
者
の

一
O

一
五
%
は
、
よ
り
経
済
的
な
社
会
福
祉
の
施
設
(
老
人

ホ
l
ム
)
ま
た
は
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
保
健
省
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
間
三
|
五
億
マ

(臼
)

ル
カ
の
無
駄
な
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
不
必
要
な
社
会
的
入
院
を
減
ら
す
こ
と
は
、
無
駄
な
費
用
を
節
約
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
観
点
か
ら
も
と
っ
て
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
、
本
来
医
療
ケ
ア
を
必
要
と

し
て
い
る
人
た
ち
が
、
長
期
間
待
た
ず
に
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
つ
ま
り
、
病
院
の
適
正
使
用
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
急
速
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
保
健
政
策
全
体
を
長
期
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
地
位
を
高
め
、
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
市
民
と
し
て
の
権
利
と
な
る
よ
う
な
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

第

節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
成
立
過
程

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
義
務
を
定
め
る
特
別
法
の
増
加
に
伴
っ
て
発
生
し
て
き
た
、
国
と
自
治
体
と
の
負
担
配
分
を
明

確
に
す
る
た
め
の
国
庫
支
出
金
全
体
の
制
度
改
革
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
国
庫
支
出
金

制
度
に
問
題
が
あ
り
、
社
会
福
祉
の
開
発
が
遅
れ
、
こ
れ
が
特
に
高
齢
者
福
祉
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
解
決

北法53(6・122)1738



す
る
た
め
に
〈
〉
門
叶
〉
〈
〉
制
度
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
見
た
。
そ
れ
で
は
〈
〉
戸
、
吋
〉
〈
〉
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
だ
ろ

う
か
。最
初
に
、
改
革
に
先
だ
っ
て
固
と
自
治
体
に
と
っ
て
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
観
点
を
、

(
臼
)

簡
潔
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

p
・
プ
ル
マ
の
研
究
に
従
い
、

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

(
臼
)

ま
ず
、
自
治
体
の
三
つ
中
央
組
織
は
、
都
市
と
農
村
問
の
利
害
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
、
す
で
に
一
九
七
0
年
代
に
は
協
力
体
制
を
固
め
、

(
似
)

そ
の
地
位
を
強
化
し
、
自
治
体
に
関
す
る
立
法
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
委
員
会
、
審
議
会
や
作
業
部
会
に
代
表
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

自
治
体
に
と
っ
て
当
時
最
も
重
要
な
問
題
は
、
(
二
複
雑
な
国
庫
支
出
金
制
度
を
簡
略
化
す
る
こ
と
、
(
二
)
地
方
自
治
を
強
化
す
る
こ
と
、

(
一
二
)
法
定
事
務
の
増
加
に
対
応
し
て
自
治
体
へ
の
財
政
支
出
を
強
化
し
、
自
治
体
聞
の
財
政
力
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
治

体
の
中
央
組
織
は
全
体
の
改
革
に
先
立
っ
て
、
社
会
福
祉
の
国
庫
負
担
金
制
度
の
改
革
(
好
ま
し
い
国
庫
負
担
率
は
四
O

|

八
五
%
)
を
望

ん
で
い
た
。
と
い
う
の
は
、
社
会
福
祉
の
国
庫
負
担
金
率
の
低
さ
と
計
画
制
度
の
欠
如
が
社
会
福
祉
行
政
、
特
に
高
齢
者
ケ
ア
に
か
か
わ
る

問
題
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
国
の
側
で
は
、
財
務
省
と
自
治
省
は
、
改
革
は
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
限
ら
ず
、
国

庫
支
出
金
制
度
全
体
に
つ
い
て
行
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
特
に
財
務
省
は
財
政
支
出
の
引
き
締
め
を
目
標
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
保
健
と
社
会
福
祉
の
均
衡
の
と
れ
た
開
発
と
、
施
設
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
た
社
会
保
健
省

は
、
自
治
体
の
動
き
を
と
ら
え
、
そ
れ
に
同
調
し
、
事
業
別
の
改
革
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
保
健
省
は
自
治
体

の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
能
力
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
方
で
法
律
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
づ
け
、
他
方
で
そ
の
サ
l

北法53(6・123)1739

ピ
ス
の
質
と
量
の
計
画
を
全
国
計
画
に
従
う
よ
う
に
す
る
よ
う
な
改
革
を
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
実
現
に
お
い
て
自
治
体
の

同
意
を
得
る
た
め
に
、
国
庫
負
担
率
を
で
き
る
だ
け
自
治
体
の
希
望
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
た
の
で
あ
る
。

〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
は
、
実
際
に
は
一
九
六
O
代
末
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
国
庫
負
担
金
制
度
改
革
と
、
分
野
計
画
制
度
導
入
の
議
論
の



説

流
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
財
務
省
も
、
教
育
文
化
事
業
と
社
会
福
祉
保
健
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
す
る
考
え
を
支
持
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
動
向
の
背
景
に
は
、
国
の
財
政
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
治
体
財
政
に
対
す
る
予
測
と
監
督
を
容
易
に
し
た
い
と
い
う
、

(
白
)

国
の
意
図
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

北法53(6-124)1740

論

準
備
作
業
の
開
始

一
九
七
六
年
秋
に
社
会
保
健
省
は
、
自
治
体
財
政
審
議
会
と
競
う
よ
う
な
形
で
、
独
自
に
社
会
福
祉
と
保
健
事
業
を
統
合
し
た
国
庫
支
出

金
と
計
画
制
度
の
準
備
作
業
を
開
始
し
た
o

〈
〉
門
司
〉
〈
〉
の
準
備
開
始
に
先
立
ち
、
社
会
保
健
省
は
自
治
体
の
中
央
組
織
と
の
非
公
式
な

(
山
山

)

討
議
を
行
っ
た
。
改
革
準
備
作
業
は
官
僚
が
自
由
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
公
式
文
書
な
し
に
開
始
さ
れ
た
。
〈
〉
円
、
『
〉
〈
〉
の
監
督
部
会

(幻
)

(穴包

2
5
)
、
副
会
長
に
は

P
・
オ
ヤ
ラ

(
p
r
E
2色
白
)
が
就
任
し
た
。

の
会
長
は
社
会
保
健
省
の
事
務
次
官
K
・
プ
ロ

(侃
)

こ
れ
に
先
立
つ
一
九
七
五
年
に
、
社
会
保
健
省
は
、

事
務
と
そ
れ
に
伴
う
権
限
を
県
に
移
し
始
め
、
〈
〉
戸
、
吋
〉
〈
〉
の
執
行
に
備
え
た
。

(ω
)
 

準
備
の
た
め
の
作
業
部
会
に
は
、
社
会
保
健
省
の
他
に
財
務
省
、
内
務
省
、
医
療
庁
、
社
会
福
祉
庁
、
都
市
協
会
、
自
治
体
協
会
お
よ
び
病

(初
)

(
れ
)

院
連
盟
の
代
表
が
参
加
し
、
後
か
ら
県
の
代
表
も
加
わ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
年
金
保
障
セ
ン
タ
ー
、
財
務
省
管
轄
下
の
財
務
院
、
お
よ
び
民
間

(η
)
 

の
社
会
福
祉
団
体
の
代
表
も
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。

準
備
は
秘
密
主
義
で
は
な
く
、
行
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
審
議
会
、
研
修
の
場
で
も
討
議
さ
れ
た
。
ま
た
自
治
体
の
中
央
組
織
や
病
院
連

盟
も
そ
れ
ぞ
れ
広
報
に
努
め
た
。
た
だ
し
自
治
体
ご
と
の
支
出
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
い
ろ
い
ろ
憶
測
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に
、
秘
密
と
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、
政
治
的
な
利
害
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
に
、
準
備
過
程
は
専
門
家
に
委
ね
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。

(刀
)

改
革
自
体
が
非
常
に
広
範
囲
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
特
に
政
党
の
利
害
と
衝
突
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。



国
会
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
関
す
る
法
律
が
統

一
さ
れ
て
な
い
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
た
。

人
の
国
会
議
員
が
書
面
で
「
政
府
は
、
ど
の
よ
う
に
長
期
入
院
医
療
の
ゆ
が
み
を
直
し
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
国
庫
負
担
金
制
度
を
改
革

(
九
)

す
る
つ
も
り
な
の
か
」
と
い
う
内
容
の
質
問
を
行
っ
た
。
時
の
社
会
保
健
大
臣
は
、
長
期
入
院
者
と
高
齢
者
ケ
ア
に
大
き
な
問
題
が
存
在
す

(
万
)

る
こ
と
を
認
め
、
現
在
準
備
中
の
〈
〉
F
1Ha
〉
〈
〉
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
と
回
答
し
た
。
こ
う
し
て
国
会
に
お
け
る
〈
〉
「
斗
〉
〈
〉
へ
の

一
九
七
七
年

一
O
月
に

一
O

支
持
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (5) 

一
九
七
九
年

一
月
に
は
、
あ
る
自
治
体
の
老
人
ホ
l
ム
の
火
災
で
、

二
七
人
の
老
人
が
焼
死
す
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
発
生

さ
ら
に
、

し
た
。
こ
の
事
件
で
、
国
庫
支
出
金
制
度
が
非
難
の
的
と
な
り
、
時
の
社
会
保
健
大
臣
も
、
社
会
福
祉
庁
の
総
裁
も
、
高
齢
者
福
祉
に
対
す

(
花
)

る
国
庫
負
率
が
低
い
こ
と
が
、
火
災
の
間
接
的
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
の
よ
う
に
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
の
必
要
性
が
社
会
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。

〈
〉
口
，
kp
〈
〉
改
革
の
中
心
と
な
る
目
標
は
次
の
四
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
(
二

社
会
福
祉
保
健
事
業
問
の
協
力
と
、
協
力
の
前
提

条
件
の
改
正
、
(
二
)
国
庫
負
担
金
制
度
の
簡
素
化
、
(
三
)
計
画
制
度
と
予
算
の
統
合
を
固
と
自
治
体
レ
ベ
ル
で
行
う
、
(
四
)
自
治
体
の

社
会
福
祉
保
健
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
構
造
を
本
来
の
目
的
に
か
な

っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
、
(
五
)
自
治
体
の
自
治
、
お
よ
び
自
治
体
の
裁

(
行
)

量
の
余
地
を
増
や
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
は
自
治
体
財
政
審
議
会
の
方
向
と
も

一
致
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が

(
花
)

ら
、
財
政
的
に
は
、
固
と
自
治
体
の
財
源
配
分
は
穴
〈
O
F
と
同
じ
よ
う
に
従
来
通
り
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は

自
治
体
の
他
に
自
治
体
組
合
(
宮
口

E
Z
HRO)
や
民
間
団
体
に
直
接
支
払
わ
れ
て
い
た
国
庫
支
出
金
を
、
す
べ
て
基
礎
自
治
体
を
通
し
て
分

(
乃
)

配
す
る
と
い
う
提
案
が
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
は
影
響
力
の
大
き
い
病
院
連
盟
の
反
対
が
あ
り
初
期
の
段
階
で
挫
折
し
た
。

社
会
保
健
省
は
、
自
治
体
財
政
審
議
会
と
〈
〉
円
凶
〉
〈
〉
の
準
備
に
お
い
て
協
力
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
あ
る
程
度
の
競
争
的

一
九
七
六
年
に
自
治
体
財
政
審
議
会
が
発
表
し
た
国
庫
支
出
金
の
改
革
案
は
、
非
常
に
急
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

な
立
場
に
も
あ
っ
た
。

北法53(6・125)1741



説

こ
の
案
は
、
支
出
ベ

l
ス
の
国
庫
負
担
金
の
代
わ
り
に
生
徒
数
、
住
民
数
な
ど
の
計
算
ベ

l
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
国
庫
負
担
金

の
う
ち
、
一
般
補
助
金
分
を
一
三
%
に
引
き
上
げ
、
残
り
が
事
業
と
直
結
し
た
国
庫
負
担
金
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

審
議
会
案
は
自
治
体
の
自
治
を
強
調
し
、
国
の
監
督
を
軽
減
す
る
こ
と
を
も
提
案
し
て
い
た
。
社
会
保
健
省
は
、
こ
の
自
治
体
財
政
審
議
会

モテふ
岡田

案
に
は
大
反
対
で
あ
っ
た
。
国
庫
補
助
金
が
各
事
業
に
直
結
し
な
い
こ
と
は
、
中
央
の
指
導
監
督
の
権
限
を
弱
め
、
結
果
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
を
歪
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
財
務
省
は
、
事
業
別
国
庫
負
担
金
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
公
共
財
政
を
軽
減
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
案
に
好
意
的

で
あ
っ
た
。
財
務
省
と
内
務
省
は
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
改
革
よ
り
も
、
国
庫
負
担
金
制
度
改
革
そ
の
も
の
を
重
要
視
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
財
務
省
は
、
社
会
保
健
省
に
、
〈
〉
戸
、円
〉
〈
〉
を
自
治
体
財
政
審
議
会
案
に
近
づ
け
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
財
務
省
に
と
っ
て
は
、

〈〉
F
H〉
〈
〉
が
多
数
の
特
別
法
を
そ
の
管
轄
下
に
含
む
よ
う
に
な
る
こ
と
、
し
か
も
、
国
庫
負
担
金
が
、
今
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
分
野

(
別
)

に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

法
案
作
成
を
め
ぐ
る
争
点

一
九
七
八
年
秋
に
作
成
さ
れ
た
第
一
回
目
の
準
備
案
で
は
、
改
革
に
三
九
の
法
律
を
含
ま
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
財
務
省
、
お

よ
び
自
治
体
の
中
央
組
織
が
、
三
九
の
法
律
の
全
部
を
〈
〉
口
J
P
〈
〉
に
入
れ
る
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
、
改
革
に
含
ま
れ
る
法
律
の
範
囲

は
狭
め
ら
れ
た
。
改
革
の
準
備
に
お
い
て
は
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
重
要
性
が
第
一
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
提
案
で
は
、
国
庫

負
担
金
率
は
三
三
・
二
丁
六
六
・
六
%
で
財
政
力
等
級
の
等
級
間
差
は
三
・
七
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
庫
支
出
金
額
が
約
三
億
マ
ル
カ
(
一

九
七
八
年
の
レ
ベ
ル
よ
り
)
増
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
、
自
治
体
の
代
表
は
満
足
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
財
務
省
に
と
っ
て
は
、
当
然

北法53(6・126)1742
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な
が
ら
、
到
底
承
認
で
き
な
い
案
で
あ
っ
た
。
全
国
計
画
に
つ
い
て
も
、
意
見
の
調
整
は
難
し
か
っ
た
。
自
治
体
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て

い
た
国
民
保
健
事
業
の
計
画
報
告
義
務
を
煩
わ
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
今
度
は
、
同
じ
よ
う
な
義
務
が
社
会
福
祉
部
門
に
も
課
さ
れ

る
こ
と
が
大
い
に
不
満
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
財
務
省
は
、
国
家
予
算
と
全
国
計
画
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
全
く
問
題
外
と
考
え
、

(別
)

変
更
を
要
求
し
た
。
交
渉
を
重
ね
妥
協
が
お
こ
な
わ
れ
た
末
、
一
九
七
九
年
に
社
会
保
健
省
は
修
正
案
を
作
成
し
再
び
審
議
に
回
し
た
。

(
幻
)

一
九
七
九
年
八
月
一
五
日
に
提
出
さ
れ
た
修
正
案
は
、
一
九
八
O
年
四
月
ま
で
に
四
八
の
関
係
省
庁
、
お
よ
び
諸
国
体
の
声
明
文
を
と
り

(
幻
)

つ
け
た
。
修
正
案
の
内
容
は
、
前
の
案
よ
り
狭
め
ら
れ
、
自
治
体
の
権
限
に
多
少
の
余
裕
が
持
た
さ
れ
た
。
自
治
体
の
中
央
組
織
は
、
一
九

七
九
年
の
修
正
案
を
比
較
的
満
足
の
い
く
も
の
と
見
な
し
て
い
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
全
国
計
画
に
つ

い
て
は
自
治
体
は
依
然
と
し
て
自
治

が
阻
害
さ
れ
る
と
の
危
倶
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
保
健
と
社
会
福
祉
事
業
の
国
庫
負
担
金
制
度
が
統
一
さ
れ
る

こ
と
、
そ
の
負
担
率
が
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
治
体
財
政
に
負
担
に
な
っ
て
い
た
、
高
齢
者
と
長
期
入
院
者
問
題
の
解
決
が
は
か

ら
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
小
さ
い
不
満
は
我
慢
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
〈
〉
F
H〉
〈
〉
は
将
来
の
国
庫
支
出
金

制
度
改
正
へ
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
納
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
も
、
自
治
や
分
権
に
つ
い
て
の
要
求
を
こ
の
改
革
に
お
い

て
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
・
な
か
っ
た
。
ま
た
、
社
会
保
健
省
も
自
治
体
の
賛
意
を
得
る
た
め
に
、
自
治
体
に
と
っ
て
財
政
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
努
力
し
た
。
病
院
連
盟
も
、
自
治
体
の
中
央
組
織
と
同
意
見
で
、
負
担
配
分
は
従
来
通
り
と
し
、
将
来
、
自
治
体
や
自
治
体
組
合

に
不
利
に
な
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
従
来
の
国
庫
支
出
金
制
度
の
歪
み
の
影
響
で
、
本
来
な
ら
ば
社
会
福
祉
事
業

(
例
)

の
施
設
、
ま
た
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
ケ
ア
す
べ
き
患
者
が
、
精
神
病
院
や
保
健
病
院
に
社
会
的
入
院
を
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

(お
)

修
正
案
に
つ
い
て
は
財
務
省
を
除
く
、
主
な
中
央
官
庁
、
県
、
そ
し
て
病
院
連
盟
が
全
体
と
し
て
肯
定
的
な
声
明
を
発
表
し
た
。
財
務
省

は
反
対
の
声
明
を
発
表
し
、
国
庫
支
出
金
制
度
改
正
が
無
視
さ
れ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
そ
し
て
、
国
庫
負
担
金
率
を
下
げ
る
こ
と
の
み
な
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ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
も
批
判
し
変
更
を
要
求
し
た
。
準
備
作
業
部
会
は
社
会
保
健
省
の
官
僚
中
心
で
進
め
ら
れ
、
財
務
省
は
、
準
備
期
間
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(鉛
)

を
通
し
て
、
準
備
作
業
か
ら
か
な
り
疎
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

民
間
の
社
会
福
祉
保
健
関
係
の
団
体
は
、
改
革
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
特
に
、
そ
れ
ま
で
運
営
費
の

一
O
O
%
近
く
を
固
か
ら
直
接
補
助

き乙、
百円。

金
を
受
け
て
い
た
団
体
(
例
え
ば
障
害
者
連
盟
)

は
、
自
治
体
に
財
源
が
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
場
が
弱
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
っ

(幻
)

た
。
ま
た
計
画
制
度
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
立
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
懸
念
し
た
。

社
会
保
健
省
は
、

一
九
八
O
年
に
、
内
閣
の
原
則
決
定
の
た
め
に
、
社
会
福
祉
保
健
の
計
画
と
国
庫
負
担
金
制
度
の
改
正
案
を
作
成
し
た
。

し
か
し
、
財
務
省
の
反
対
で
内
閣
に
お
け
る
審
議
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
財
務
省
と
社
会
保
健
省
の
交
渉
が
早
急
に
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
交
渉
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
作
業
部
会
で
、

一
九

八

O

一

九

九
0
年
代
に
お
け
る
高
齢
者
人
口
が
ど
の
よ
う
に
増
加
す

る
か
が
計
算
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
六
五
|
七
四
才
の
人
口
層
は
二
0
年
間
に
五
%
、
七
五
才
以
上
は
五
O
%
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
ま
た
ケ
ア
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
老
人
ホ

l
ム
の
ケ
ア
は
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
よ
り
五
七
%
も
高
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
病
院
に
お
け

(∞
∞
)
 

る
ケ
ア
は
、
老
人
ホ

l
ム
よ
り
も
二

・
五
%
倍
も
高
く
つ
く
と
い
う
計
算
で
あ
っ
た
。

法
案
の
成
立

一
九
八

一
年
春
に
お
け
る
社
会
保
健
省
と
財
務
省
の
交
渉
に
お
い
て
、
財
務
省
は
前
述
の
三
億
マ
ル
カ
の
国
庫
支
出
金
を
多
す
ぎ
る
と
し

て
、
ま
ず
五
0
0
0
万
マ
ル
カ
、
後
に
倍
の

一
億
マ
ル
カ
を
提
案
し
た
。
五
月
一一一一
日
付
け
の
文
書
で、

。フ
ロ
事
務
次
官
は
、
社
会
政
策
担

当
大
臣
グ
ル
ー
プ
に
国
の
負
担
額
を

一
ー
ー
二
・
五
億
マ
ル
カ
の
問
の
ど
こ
を
選
択
す
る
か
を
問
い
た
だ
し
、
大
臣
は
負
担
率
=
二

|
六

五

%

を
選
択
し
た
。
こ
の
結
果
、
政
府
案
は
大
き
く
修
正
さ
れ
て
三
一

l
六
五
%
と
な
り
、
こ
れ
は
二
億
マ
ル
カ
以
上
の
減
額
を
意
味
し
た
の
で
、

一二三

・
三

六
六

・
六
%
を
前
提
に
し
て
改
革
を
支
持
し
て
い
た
自
治
体
組
織
に
と
っ
て
は
、
非
常
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
決
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定
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
組
織
に
は
前
も
っ
て
相
談
も
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
改
革
内
容
に
つ
い
て
も
、
国
の
監
督
が
強
化

さ
れ
、
財
務
省
の
意
見
も
か
な
り
の
程
度
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
社
会
保
健
省
は
同
年
六
月
ま
で
に
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
と
い
う
の
は
、
夏
休
み
明
け
の
秋
に
は
予
算
案
な
ど
重
要
な
案
件
が
国
会
で
審
議
さ
れ
る
の
で
、
〈
〉
円
、
H
J
P

〈
〉
の

/
ノ

成
立
に
影
響
が
及
ほ
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
保
健
省
は
、
一
九
八
三
年
成
立
を
目
指
し
て
改
革
準
備
に
全
力
投
球

(
鈎
)

し
て
い
た
の
で
、
九
月
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
と
ス
オ
ノ
ヤ
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
一
九
八

一
年
六
月

一
八
日
に
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
計
画
と
国
庫
負
担
金
に
関
す
る
法
律
の
改
正
案
(
国
巴
。
-
¥苫
∞
-
)
、
お

の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
内
閣
の
提
案
理
白
書
に
は
、
地
方
自
治
と
そ
の
強
化
に
つ
い
て
は

(
卯
)

掲
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
自
治
体
の
中
央
組
織
は
、
自
治
体
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
多
い
国
会
で
立
場
を
修
復
す
る
構
え
で
あ
っ
た
。

(
引
)

国
会
の
社
会
委
員
会
に
お
け
る
審
議
は
、
例
外
的
に
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
自
治
体
の
中
央
組
織
は
、
法
案
を
不
成
立
に
終
わ
ら

(
幻
)

す
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
圧
力
を
か
け
た
。
社
会
委
員
会
は
、
内
閣
が
、
財
務
省
の
圧
力
に
よ
っ
て
追
加
し
た
全
国
計
画
に
関
す
る
規
定
を
取

よ
び
社
会
福
祉
法
(
国
巴

S
¥苫
∞
-
)

り
外
し
た
。
ま
た
、
国
庫
負
担
率
は
三
二
|
六
五
%
と
訂
正
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
約
五
0
0
0
万
マ
ル
カ
の
追
加
負
担
が
承
認
さ
れ
た
。
国

会
は
、
社
会
委
員
会
の
提
案
通
り
承
認
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自
治
体
の
利
益
が
、
あ
る
程
度
財
務
省
の
方
針
に
勝
利
し
た
こ
と
を
意
味
し
、

(
川

町

)

自
治
体
は
満
足
の
意
を
表
し
た
。
た
だ
し
、
国
会
で
の
審
議
で
は
、
改
革
が
社
会
福
祉
事
業
の
国
庫
負
担
金
を
保
健
事
業
と
同
じ
レ
ベ
ル
に

(
似
)

上
げ
る
の
で
は
な
く
、
保
健
事
業
の
国
庫
負
担
率
を
下
げ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
に
失
望
の
声
も
表
明
さ
れ
た
。

改
革
は
、
そ
の
適
応
さ
れ
る
範
囲
が
広
く
、
あ
ま
り
に
も
行
政
的
で
あ
り
技
術
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
政
党
が
関
与
す
る
余
地
は
ほ
と
ん

(
関
)

ど
な
か
っ
た
。
政
党
の
意
見
は
、
改
革
準
備
に
参
加
し
た
官
僚
に
よ
っ
て
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
治
体
の
中
央
組
織
に
は
政
党
政
治
が
反

(%
)
 

映
さ
れ
て
い
る
の
で
、

準
備
段
階
か
ら
政
党
の
利
害
は
調
節
さ
れ
て
い
た
。
政
党
聞
の
明
ら
か
な
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
た
唯

一
の
質
問
は
、
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民
間
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
団
体
の
地
位
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
左
派
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民
民
主
連
合

(ω
内
ロ
円
)
は
、
民
間
に
サ
ー
ビ
ス
を
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委
託
す
る
こ
と
が
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
主
力
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
民
間
へ
と
移
行
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
の
恐
れ
を
表
明
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
右
派
の
国
民
連
合
党

(穴
O
穴
oozcω
)
は
、
自
治
体
が
民
間
団
体
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問

(引
)

を
呈
し
た
。
自
治
体
の
意
見
も
、
自
治
体
財
政
審
議
会
に
お
け
る
ほ
ど
反
映
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
自
治
体
の
要
求
を
あ
る
程
度
受
け

入
れ
た
社
会
委
員
会
報
告
に
お
い
で
さ
え
、
内
閣
の
提
案
以
上
の
自
治
を
強
調
し
て
い
な
い
こ
と
を
も

っ
て
、
プ
ル
マ
は
、
全
体
と
し
て
、

(
m
m
)
 

国
会
は
、
自
治
体
の
財
政
計
算
能
力
以
外
の
能
力
を
信
頼
し
て
い
な
か

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の

一
九
九
三
年
改
革
に

お
け
る
自
治
体
の
対
応
、
お
よ
び
国
会
の
審
議
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

(

鈎

)

(

川

)

「
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
計
画
と
国
庫
負
担
金
に
関
す
る
法
律
(
∞
〈
O
F
)
」
、
そ
れ
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
一
三
の
特
別
法
の
改
正
と
廃

(

則

)

(

剛

山

)

止
、
お
よ
び
「
社
会
福
祉
法

(ω臣、
)」
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
法
律
の
廃
止
は

一
九
八
二
年
六
月

一
六
日
に
可
決
さ
れ
、

一
九
八
四
年

一

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
評
決
に
先
立
ち
、
改
革
の
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
法
律
の
細
目
、
規
定
、
監
督
の
検
討
、

(
問
)

大
規
模
な
教
育
制
度
の
準
備
を
開
始
し
た
。
改
革
の
追
跡
評
価
は
成
立
と
同
時
に
開
始
さ
れ
た
。
〈
〉
戸
、
吋
〉
〈
〉
は
国
庫
支
出
金
改
革
全
体

の
一
段
階
で
あ
っ
た
。
自
治
体
財
政
審
議
会
は
、
国
庫
支
出
金
改
革
の
準
備
を
継
続
し
、
〈
〉
口
，
h

〉
〈
〉
成
立
の
半
年
後
に
審
議
会
報
告
を

北法53(6・130)1746

幸子ふ
日間

内
務
省
に
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は
す
で
に
包
括
補
助
金
の
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。

法
律
の
施
行
直
前
に
、
∞
〈
O
F
の

一
六
条
の
改
正
(
ニ
-
∞
¥
∞
凶
)
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
国
庫
負
担
率
が
そ
れ
ぞ
れ
一
ポ
イ
ン
ト
引
き

(
削
)

下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
の
負
担
分
が
二
億
マ
ル
カ
ほ
ど
減
ら
さ
れ
、
そ
の
分
自
治
体
の
負
担
分
が
増
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
財
務
省
の
巻
き
返
し
は
成
功
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
自
治
体
の
失
望
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
非
常
に
大
き
か
っ
た
が
、

H
・
ラ
ツ

(
問
)

ピ
は
、
こ
れ
は
、
財
務
省
の
新
し
い
国
庫
支
出
金
制
度
の
有
効
性
の
承
認
の
表
示
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
四
節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
内
容



(
山
山
)

次
に
、
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
に
内
閣
法
案
提
案
理
由
書
を
参
照
し
つ
つ
、
改
革
の
範
囲
、
国
庫
支
出
金
制
度
、
計
画
制
度
を
ま
と

め
、
続
い
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
高
齢
者
の
地
位
の
変
化
を
検
討
し
よ
う
。

改
革
の
範
囲

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

(問
)

改
革
は
、
財
政
的
に
は
固
と
自
治
体
の
福
祉
保
健
事
業
の
負
担
配
分
の
み
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
行
政
的
に
は
、
主
に
次
の
よ
う

な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
社
会
保
健
省
に
全
国
計
画
の
作
成
事
務
と
自
治
体
の
監
督
事
務
が
課
さ
れ
た
。
医
療
庁
の
事
務
に
お

い
て
は
、
生
活

環
境
に
か
か
わ
る
国
民
保
健
事
業
に
も
全
国
計
画
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
社
会
福
祉
庁
は
、
そ
れ
ま
で
の
保
育
お
よ
び
知
的
障
害
者
事
業
だ

け
に
行
っ
て
い
た
全
国
計
画
作
成
の
事
務
を
、
福
祉
事
業
全
般
に
つ
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
個
々
の
事
業
の
審
査
決
定
事
務
か
ら
解
放
さ

れ
た
。

県
は
改
革
後
、
自
治
体
に
対
し
て
き
わ
め
て
大
き
な
権
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
県
は
、
個
々
の
事
業
の
審
査
決
定

事
務
が
社
会
福
祉
庁
か
ら
移
譲
さ
れ
た
う
え
に
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
お
け
る
自
治
体
と
自
治
体
組
合
の
窓
口
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

県
は
自
治
体
と
自
治
体
組
合
の
作
成
す
る
計
画
の
審
査
を
行
い
、
そ
の
上
国
庫
負
担
金
の
配
分
が
県
の
事
務
と
な
っ
た
の
で
、
事
実
上
の
監

督
事
務
は
県
に
課
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
は
国
の
省
庁
と
自
治
体
の
中
間
の
期
間
と
し
て
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
調
整

す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

自
治
体
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
本
土
の
総
て
の
自
治
体
と
、
約
三
O
O
ほ
ど
存
在
し
た
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
関
す
る
自
治
体
組

合
が
、
こ
の
改
革
に
含
ま
れ
た
。
自
治
体
に
は
、
社
会
福
祉
法
の
定
め
る
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
義
務
が
課
さ
れ
た
。
そ
の
上
に
、
自
治
体

は
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
計
画
作
成
を
義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
、
自
治
体
内
の
社
会
福
祉
部
門
と
保
健
部
門
間
の
協
力
体
制
を

北法53(6・131)1747 



説

(
問
)

推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

民
間
セ
ク
タ
ー
非
利
益
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
つ
い
て
は
、
〈
〉
戸
、
吋
〉
〈
〉
改
革
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
〈
〉
戸
、
円
〉
〈
〉
以
後
、

論

福
祉
保
健
事
業
の
財
源
の
供
給
経
路
は
、
自
治
体
ま
た
は
自
治
体
組
合
に
直
接
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
固
か

ら
直
接
補
助
金
を
受
け
て
い
た
民
間
団
体
は
、
自
治
体
や
自
治
体
組
合
に
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
、
自
治
体
側
か
ら

そ
の
運
営
に
関
わ
る
負
担
の
補
償
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〈
〉
「
叶
〉
〈
〉
改
革
後
、
民
間
サ
ー
ビ
ス

供
給
団
体
は
そ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
国
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
固
か
ら
の
直
接
の
監
督
は
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

の
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
に
よ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
に
つ
い
て
の
監
督
は
、
契
約
と
実
現
計
画
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
治
体
の
実
現
計
画
を
通
じ
て

監
督
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
民
間
団
体
は
、
建
設
費
に
つ
い
て
は
、

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ

l
ン
協
会
の
補
助
金
と
、
国
の
低

利
子
の
ロ

l
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
五
年
の
聞
に
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
は

一
六
%
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
自
治
体
が
直
接
供
給
す

る
サ
ー
ビ
ス
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
数
字
は
、
全
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
増
加
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の

職
員
数
の
増
加
は
三
三
%
で
、
特
に
、
短
期
雇
用
、
ま
た
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
数
が
増
加
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
増
加
は
、
な
か
で

(
m
M
)
 

も
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
(
二
O
%
)
、
国
民
保
健
事
業
(
一
O
%
)
、
高
齢
者
事
業
(
一
O
%
)
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
民
間

団
体
は
自
治
体
の
委
託
を
受
け
、
当
事
者
団
体
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
言
力
と
立
場
を
強
化
し
、
戦
後
の
国
主
導
の
福
祉
国
家
建
設
期
に
脇
役
と
さ
れ
て
い
た
時
代
は
終
わ
り
、

社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
正
当
な
地
位
を
取
り
戻
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

改
革
後
の
国
庫
支
出
金
制
度

北法53(6・132)1748



改
革
に
よ
り
、
現
行
の
多
数
の
特
別
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
国
庫
負
担
金
に
関
す
る
条
項
は
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
「
社
会
福
祉
保
健
事

業
の
計
画
と
国
庫
負
担
金
に
関
す
る
法
律
(
∞
〈
。戸
)
」
と
現
行
の
「
自
治
体
と
自
治
体
連
合
の
国
庫
負
担
金
と
国
庫
補
助
金
に
関
す
る
法

律
(
穴
〈
。
「
目
ミ
凶
)
」
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
全
て
の
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
国
庫
支
出
金
の
補
助
負
担
率
は
統
一

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

さ
れ
、

「自
治
体
の
財
政
力
等
級
に
関
す
る
法
律

(gu泳
三
」
の
規
定
す
る
等
級
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
福
祉
事

業
と
保
健
事
業
の
国
庫
支
出
の
補
助
負
担
率
を
同
率
に
す
る
の
で
、
固
と
自
治
体
の
負
担
配
分
が
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
拘
わ
ら
ず
常
に
同
率

に
な
り
、
自
治
体
が
社
会
福
祉
と
保
健
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
同
じ
よ
う
に
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
で
あ
る

自
治
体
住
民
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
広
が
る
の
で
、
本
人
の
必
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

国
の
自
由
裁
量
で
支
給
さ
れ
る
国
庫
補
助
金
は
、
全
体
か
ら
見
る
と
ご
く
少
額
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
手
続
き
の
た
め
の

出
費
額
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
国
庫
補
助
金
を
社
会
福
祉
保
健
の
国
庫
負
担
金
法
に
統
合
し
て
、
同
時
に
、
特
別
諸

法
に
お
け
る
国
庫
補
助
金
に
関
す
る
規
定
も
廃
止
さ
れ
た
。

国
庫
負
担
金
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
、
か
な
り
の
程
度
簡
素
化
さ
れ
た
。
支
払
い
対
象
は
、
今
ま
で
国
が
特
別
諸
法
に
基
づ
い
て
そ
れ

(
川
)

ぞ
れ
の
施
設
に
も
支
給
し
て
い
た
の
を
廃
止
し
、
自
治
体
、
ま
た
は
自
治
体
組
合
に

一
括
し
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
す
る
こ

(
川
)

と
に
よ
っ
て
、
国
庫
負
担
金
の
手
続
き
の
複
雑
さ
は
解
決
さ
れ
て
、
支
払
い
の
遅
滞
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

自
治
体
、
お
よ
び
自
治
体
組
合
は
、
固
か
ら
国
庫
負
担
金
を
交
付
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
す
る
民
間
団
体
に
実

際
の
運
営
費
を
支
払
う
よ
う
に
な
る
。
国
庫
補
助
金
は
、
元
来

一
回
き
り
の
補
助
金
で
、
次
回
に
も
支
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
か

っ
た
の
で
、
民
間
施
設
に
と
っ
て
は
、
長
期
の
計
画
に
組
み
入
れ
に
く
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
民
間
の
施
設
に
対
す
る
国
庫
補

助
金
と
国
庫
負
担
金
の
区
別
は
廃
止
さ
れ
た
。

国
庫
負
担
金
は
、
承
認
さ
れ
た
計
画
に
含
ま
れ
る
事
業
予
算
に
つ
い
て
前
払
い
方
式
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
実
際
に
か
か
る
額
に
近
い
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説

額
を
先
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(
山
)

修
正
さ
れ
た
国
庫
負
担
率
は
財
政
等
級
に
従
っ
て
、
三
一
|
六
四
%
と
さ
れ
た
。

=ム
言問

計
画
制
度
の
導
入

〈〉戸、
H
U
P
〈
〉
の
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
計
画
制
度
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

国
は
、
社
会
福
祉
と
保
健
の
全
国
計
画
を
毎
年
承
認
し
、
同
時
に
、
現
行
の
分
野
ご
と
の
計
画
を
廃
止
し
、
全
て
の
分
野
に
法
定
の
計
画

作
成
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国
計
画
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
、
お
よ
び
保
健
事
業
の
双
方
に
つ
い
て
毎
年
同
時
期
に
監
査

を
行
う
。
全
国
計
画
は
、
社
会
保
健
省
、
農
林
省
、
お
よ
び
通
産
省
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
県
と
各
庁
の
援
助
を
得
て
作
成
す
る
こ
と
に

(
川
)

な
っ
た
。

改
革
後
は
、

'内
閣
が
全
国
計
画
を
年
度
ご
と
の
予
算
案
提
出
時
に
承
認
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。
改
革
前
の
全
国
計
画
は
、
予
算
案
提

出
の
約
半
年
前
に
承
認
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
計
画
は
予
算
提
出
時
に
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
前
半
期
に
承
認
さ
れ
た
全
国
計
画
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
自
治
体
の
事
業
計
画
も
、
秋
の
予
算
作
成
時
の
全
国
計
画
監
査

の
結
果
起
こ
り
う
る
変
更
に
あ
わ
せ
て
、
同
じ
く
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
同
じ
様
な
不
都
合
が
、
自
治
体

行
政
に
も
発
生
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
現
行
の
事
業
計
画
は
、
自
治
体
の
予
算
と
自
治
体
計
画
に
取
り
掛
か
る
以
前
に
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め

一
般
に
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
増
加
の
可
能
性
を
大
き
く
見
積
も
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
、
自

治
体
計
画
と
予
算
が
成
立
し
た
時
点
で
は
、
既
に
春
に
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
の
実
現
が
不
可
能
に
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
改
革
以
前
の
計
画
制
度
は
非
常
に
複
雑
で
、
細
部
に
至
る
ま
で
国
の
指
導
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
変
更
は
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国
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
、
自
治
体
は
柔
軟
に
対
応
す
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
計
画
や
開
発
に
対
す
る

意
欲
も
失
わ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
改
革
後
は
、
全
国
計
画
に
お
い
て
す
べ
て
の
社
会
福
祉
事
業
の
ほ
か
環
境
衛
生
事
業
も
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
そ
の
内
容
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

改
革
は
、
全
国
計
画
と
追
跡
制
度
の
内
容
構
成
を
統

一
し
、
現
行
の
も
の
よ
り
簡
素
な
も
の
に
し
、
国
の
細
部
に
渡
る
指
導
監
督
も
軽
減

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
全
国
計
画
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
建
設
を
国
が
強
力
に
指
導
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
お
よ
び
高
齢
者
と
長
期
疾
病
患
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
が
、
自
治
体
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。
全
国
計
画
に
よ
っ
て
、
必
要
な
職
員
お
よ
び
財
政
負
担
を
総
合
的
に
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
は
財
政
的
に
可
能
な
か
ぎ
り
、
改
革
後
は
、
改
革
前
以
上
の
開
発
、
お
よ
び
供
給
の
た
め
の
資
源
投
入

を
行
う
方
向
を
目
指
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

四

社
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
高
齢
者
の
地
位

社
会
福
祉
法
は
、
社
会
福
祉
と
い
う
名
称
を
使

っ
て
は
い
る
が
、
内
容
的
に
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

社
会
福
祉
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
扶
助
法
は
廃
止
さ
れ
、
高
齢
者
は
救
済
さ
れ
る
べ
き
「
困
窮
者
」
か
ら
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
「
顧
客
」
と
な
り
、
社
会
の
他
の
人
口
グ
ル
ー
プ
と
同
等
に
な
っ
た
。
社
会
福
祉
法
で
は
、
高
齢
者
は
特
別
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
扱
わ

れ
て
お
ら
ず
、
他
の
市
民
グ
ル
ー
プ
と
同
等
に
自
治
体
の
供
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
地

域
の
住
民
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
は
自
治
体
の
責
任
と
な
っ
た
。
自
治
体
は
、
こ
の
事
務
を
独
自
で
し
て
も
、

他
の
自
治
体
と

協
力
し
て
行
っ
て
も
、
組
合
を
組
ん
で
も
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て

(
委
託
し
て
)
実
施
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
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説

( 

ー
) 

(
二
)
保
育
お
よ
び

社
会
福
祉
法
の
定
め
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
次
の
諸
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
。
そ
れ
ら
は

ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
ク

家
族
相
談
(
三
)

で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
高
齢
者
が

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
、
(
四
)
住
居
サ
ー
ビ
ス
、
(
五
)
施
設
ケ
ア
、
(
六
)
家
族
ケ
ア
、

E命

最
も
利
用
す
る
の
は
、

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
、
住
居
サ
ー
ビ
ス
、
と
施
設
ケ
ア
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
三
年
三
月
二
四
日
に
、
社
会
保
健
省
は
、
高
齢
者
福
祉
委
員
会
を
設
置
し
、
〈
〉
戸
、『〉〈
〉
改
革
施
行
に
備
え
て
高
齢
者
へ
の
サ

(
山
)

l
ピ
ス
の
内
容
と
運
営
方
式
の
開
発
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。
委
員
会
は

一
九
八
四
年
十

一
月
に
報
告
を
発
表
し
た
。
こ
の
委
員
会
報
告
で

は
、
高
齢
者
人
口
、
特
に
後
期
高
齢
者
人
口

(
七
五
歳
以
上

の
急
速
な
増
加
に
対
処
す
る
こ
と
を
、

サ
ー
ビ
ス
開
発
の
前
提
と
し
て
い
る
。

報
告
で
は
、
高
齢
者
政
策
の
目
標
を
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
質
の
高
い
生
活
と
健
康
を
守
り
、
自
立
を
尊
重
し
、
社
会
的
お
よ
び
精
神
的

な
活
動
を
保
つ
こ
と
と
定
義
づ
け
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
コ

l
デ
イ
ネ
1

ト
の
責
任
を
負
う
自
治
体
が
、
地
域
レ
ベ
ル
の
社
会
福
祉
と
保
健
の
共

同
作
業
を
調
整
す
る
こ
と
の
必
要
性
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
自
治
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ア
を
活
用
し
支
援
す
る
こ
と
、
同
時
に
、
今
ま
で

あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
親
族
の
倫
理
的
な
責
任
を
見
直
す
こ
と
も
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
社
会
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

施
設
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
増
加
さ
せ
ず
、

オ
ー
プ
ン
ケ
ア
を
支
援
す
る
役
割
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
老
人
ホ

l
ム
は
、
自
治

体
ま
た
は
地
域
の
高
齢
者
ケ
ア
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
老
人
ホ
l
ム
に
在
宅
の
高

齢
者
の
た
め
の
デ
イ
ケ
ア
の
機
能
も
つ
け
加
え
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
、
従
来
の
老
人
ホ

l
ム
内
の
病
院
的
な
雰
囲
気
を
、
ム
家
庭
的
な

も
の
に
変
え
て
い
く
と
い
う
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
国
民
保
健
事
業
の
新
規
採
用
職
種
の
三
O
%
を
毎
年
訪
問
看
護
に
切
り
替
え
、
社
会
福
祉
事
業
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
オ
ー

プ
ン
ケ
ア
に
従
事
す
る
職
員
数
を
増
加
さ
す
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
原
則
と
し
て
、
高
齢
者
を
、
精
神
病
院
か
ら
徐
々
に

他
の
施
設
ケ
ア
に
移
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
展
望
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
後
に
次
々
に
実
行
に
移
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さ
れ
、
高
齢
者
ケ
ア
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
五
節

V
A
L
T
A
V
A
改
革
の
成
果

フィンランド福祉周家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

そ
れ
で
は
、
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
以
降
、

一
九
八
0
年
代
後
半
か
ら

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
福
祉
政
策
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、

九
九
O
年
初
頭
に
か
け
て
の
動
向
を
、
高
齢
者
福
祉
を
中
心
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

自
治
体
の
社
会
福
祉
事
業
費

表
4
は
自
治
体
の
社
会
福
祉
費
支
出
の
展
開
を
示
し
て
い
る
。

(
山
)

一
九
八
O
年
|
一
九
九
三
年
間
の
増
加
は
一
五
六
%
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
保
育
に
係
わ
る
支
出
の
伸
び
が
大
き
い
の
は
、
保
育
法
改
正
に

(
川
)

よ
り
三
才
以
下
の
子
供
の
保
育
が
自
治
体
の
義
務
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
老
人
ホ

l
ム
の
運
営
費
は
四
三
%

一
九
八
0
年
代
か
ら
社
会
福
祉
費
は
保
健
費
と
比
べ
て
急
速
に
増
加
し
、

増
加
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ホ

l
ム
サ
ー
ビ
ス
は
四
二
九
%
も
増
加
し
て
い
る
。
自
治
体
が
、
高
齢
者
ケ
ア
を
、
そ
れ
ま
で
の
施

(
川
)

設
ケ
ア
重
視
の
政
策
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
重
視
の
政
策
へ
展
開
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

社
会
福
祉
保
健
盲
学
業
の
職
員
数

社
会
福
祉
保
健
事
業
に
従
事
し
て
い
る
職
員
数
は
一
九
七
六
年
に
一
七
一
、

0
0
0
人、

一
九
八
四
年
に
は
二
五
六
、

0
0
0
人
に
、

九
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吾-6. 吾会<

函岡 田L

表4 自治体の社会福祉運営費(百万マルカ)(118) 

1980年 1993年変化(%)

児童および家族 4520 11981 165 

所得保障 380 3589 843 

児童家庭保育給付 109 3229 2870 

扶養補助 272 360 32 

サービス 4139 8392 103 

保育 2843 6634 133 

児童青少年施設ケア 355 622 75 

家庭保育補助 341 210 38 
その他のサービス 600 926 54 

高齢者と障害者ケア 3682 8247 124 

所得保障

(親族介護給付) O 270 
サービス 3682 7977 117 

その他 237 1938 

高齢者施設ケア 2319 3313 43 

ホームサービス 305 616 429 

障害者施設ケア 700 928 33 

民間団体の補助 121 182 50 

その{也のソーシャルワーク 761 2866 277 

所得保障 533 2037 282 

生活保護 449 2005 346 

徴兵給付 40 32 19 

その他の所得保障 44 O 100 
サービス 228 829 264 

中毒者施設ケア 192 356 85 
亡命者ケア O 431 

その他のソーシャルサーピス 36 42 

社会保障の行政総務 387 883 128 

自治体の社会福祉費総額 9350 23977 156 

所得保障総支出 914 5896 545 

サービスと行政総務 8435 18081 114 

社会保障費支出に
11% 13% 

おける割合
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八
九
年
に
は
約
三

0
0
、
0
0
0
人
と
増
加
し
て
い
る
。
表

5
は
一
九
八
四
年
か
ら

一
九
九
四
年
の
社
会
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
数
で

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
不
況
に
よ
る
経
済
沈
下
と
失
業
率
の
上
昇
と

一
致
す
る
。

あ
る
。
職
員
数
は
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
急
激
に
伸
、
び
、
そ
れ
以
後
三
年
ほ
ど
横
這
い
に
な
り
一
九
九
二
年
か
ら
明
ら
か
に
減

の
二
二
二
、
五

O

O
人
の
職
員
の
う
ち
四
八
%
が
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

一
九
九
O
年
に
は
自
治
体
の
社
会
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス

(
川
)

五
二
%
が
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
た
。

年
作
成
全
国
計
画
の
予
定
)

全
国
計
画
(
毎
年
五
年
毎
の
計
画
を
作
成
す
る
)
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
数
を
五
年
間
で
一

一
、
三
八
一
人
(
八
四

(
印
)

ー

一
五
、
五

O
四
人
(
八
五
年
全
国
計
画
の
予
定
)
程
度
増
や
す
計
画
で
あ
っ
た
。
〈
〉
戸
、
『
〉
〈
〉
改
革
後
、
杜

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

会
福
祉
部
門
の
職
種
と
職
員
数
の
増
加
は
明
ら
か
で
あ
り
、
全
国
計
画
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
職
員

(
川
)

の
教
育
程
度
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
五
年
に
は
四
七
%
の
社
会
福
祉
保
健
の
職
員
が
介
護
、
看
護
、
保
健
の
教
育
を
受
け
て
い
る
。

M
-

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
齢
者
ケ
ア
の
職
員
は
非
常
に
高
い
教
育
を
受
け
て
お
り
、
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
北

欧
で
最
も
教
育
程
度
が
高
く
、
老
人
ホ

l
ム
に
お
い
て
も
看
護
師
教
育
を
受
け

(
印
)

た
職
員
の
数
が
他
の
北
欧
諸
国
よ
り
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ァ

l
ラ
マ
に
よ
る
と
、

老
人
ホ

l
ム

表
6
は、

一
九
八

O

一
九
九
四
年
の
自
治
体
運
営
お
よ
び
民
間
団
体
運
営

の
老
人
ホ

l
ム
入
所
者
数
を
示
し
て
い
る
。
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
改
革
後
は
入
居
高
齢
者
数
が
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
治
体
だ
け
で
な

社会福祉保健事業の雇用

1984 -1994 (]23l 

1991 

1992 

1993 

1994 

変化(%)

1.1 

北法53(6・139)1755 

5.5 

3. 7 

2.5 

2.1 

-0.3 

O 

-2.7 

3.5 

1.1 

職員数

256，000 

270，000 

280，000 

283，000 

290，000 

296，000 

295，000 

295，000 

287，000 

277，000 

280，000 

表5

年

1984 

1985 

1986 

1987 

1988 

1989 

1990 



説論

1980-1994年(124)

年
高齢者数 年齢層の割合(%) 74才以上の1000人
(年度末数) 65-74才 75-84才 85才以上 に対するベット数

1980 26284 133 

1985 25377 102 

1990 26621 l 5 19 94 

1991 25816 l 5 18 90 

1994 23406 1 4 16 80 

老人ホーム入居者数表6

く
、
民
間
団
体
、
教
会
等
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
活
発
に
高
齢
者
へ
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る

北法53(6・140)1756

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
計
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
八
0
年
代
以
降
は
、
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
し
、
高
齢
者
が
、
自
身
の
ニ

l
ズ
に
よ

っ
て
選
択
出
来
る
よ
う
な
方
向
へ
転
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
施
設
主
義
の
ケ
ア
か
ら
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
中
心
に
政
策
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ

の
こ
と
は
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
ホ

l
ム
に
入
所
し
て
い
る
高

齢
者
数
は
増
加
し
て

い
な
い
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
老
人
ホ

l
ム
数
は
、

一
九
八
五
年
四
三
五
、

一
九

(
防
)

一
九
九
二
年
四
四

一
で
あ
り
、
増
加
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
同
時
に
老
人
ホ
l
ム
も
ケ
ア
の
質
の
充
実
が
計
ら
れ
、
改
築
、
個
室
化
な
ど
が
進
ん
だ
こ
と

九
O
年
四
五
O
、

一
九
九

一
年
四
四
七
、

は
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
〈〉
F
H
P
〈
〉
以
降
は
、
老
人
ホ

l
ム
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

が
増
加
し
て
い
る
。

自
治
体
の
老
人
ホ

l
ム
の
職
員
数
は
、

一
九
七
九
年
の
二
二
、
O
七
O
人
か
ら
一
九
九
O
年
に
は

六
、
五
八
五
人
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
介
護
職
員
数
が
三一

一
五
人
か
ら
四
四
九
八
人
に
、
そ
の
他、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
が

一
O
五
人
か
ら
三
O
八
人
に
増
加
し
て

(
凶
)
い
る
。

一
九
九
四
年
に
は
、
老
人
ホ

l
ム
の
運
営
費
の
二
O
%
が
利
用
者
の
料
金
、
四
七
%
自
治
体
が
、

(
印
)

三
三
%
が
国
庫
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
。

四

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス



表
7
は
ホ
l
ム
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
援
助
な
ど
)
と
補
助
サ
ー
ビ
ス
の
二
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
に
区
別
さ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

と
は
自
力
で
で
き
な
い
日
常
生
活
の
作
業
の
援
助
で
あ
り
、
例
え
ば
、
食
事
、
衛
生
、
整
頓
な
ど
の
作

一
方
、
補
助
サ
ー
ビ
ス
は
配
食
、
交
通
、
入
浴
、
付
き
添
い
な
ど
、
デ

業
の
援
助
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
指
し
、
同
じ
人
聞
が
数
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
同
時
に
利
用

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
改
革
以
後
に
増
加
し
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

一
九
九
二
年
以
降
は
、
不
況
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
量
を
減
ら
し
、

利
用
者
を
高
齢
者
中
心
に
絞

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
幼
児
の
い
る
家
族
の
利
用
が
減
少
し
た
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

(
問
)

す
る
職
員
数
は
一
九
八
O
年
か
ら

一
九
九
O
年
の
聞
に
六
四
%
増
加
し
て
い
る
。

五

サ
ー
ビ

ス
付
き
住
宅

老
人
ホ
ー
ム
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
新
し
く
開
発
さ
れ
た
住

宅
が
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
に
賃
貸
形
式
の
住
宅
で
、
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
は

も
は
や
不
可
能
で
あ
る
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
環
境
が
確
保
で
き
、
必
要
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
老
人
ホ
l
ム
に
入
所
し
な
い
で
す
む
高
齢
者
に
入
居
資
格
が
あ
る
。
こ
の
タ
イ

プ
の
住
宅
は
、
公
立
が
多
い
が
、
民
間
経
営
の
も
の
も
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
契
約
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
ナ
イ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、

二
四
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

~ 

揚t

1980-1994年(129)

年 職員数
ホームサービス受給者(家庭数) 補助サービス

総家庭数 局齢者 児童 障害者 受給者数

1980 7953 167762 

1985 10410 204422 119650 65554 74361 

1990 13021 201837 124009 51433 7915 200939 

1992 13026 170728 103778 41670 7090 144230 

1994 12914 139513 91590 30796 6213 115532 

北i去53(6・141)1757 

ホームサービス表7



説

で
き
る
も
の
が
多
い
。
表

8
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
住
宅
は
、

一
九
八

0
年
代
の
初
め
に
は
殆
ど
存
在
し
な

北法53(6・142)1758

三子必h

E聞

か
っ
た
が
、
〈
〉
戸
吋
〉
〈
〉
改
革
後
に
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の

一
つ
と
し
て
登
場
し
増
加
し
て
い
る
。
一

九
九

一
年
に
は
、
六
四

O
O
戸
供
給
さ

(m) 

二
0
0
0
年
に
は
高
齢
者
人
口
の
三
%
に
あ
た
る
二
二
、
五

O
O
戸
供
給
を
目
標
と
し
て
い
る
。

れ
た
。

高齢者用サービス付き住宅(131)

高齢者用サービス付き住宅数

64才以上1000に対して

1991 

6400 

9 

1989 

5500 

8 

1980 

表8

ームー
ノ、

現ト夫、
l

整
合
寸

志
ヰ
t
H
A
1
圭
ロ
O
品川
ぷ

1

表

9
に
示
さ
れ
て
い
る
親
族
介
護
給
付
と
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
長
期
疾
病
者
を
在
宅
で
介
護
に
あ
た
る
親
族
が

自
治
体
と
契
約
を
結
び
、
介
護
に
つ
い
て
手
当
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
九
九
三
年
以
前
は
家
庭
介
護
補

助
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
契
約
看
護
者
は

〈
〉
「
叶
〉
〈
〉
改
革
以
降
に
急
速
に
増
加
し
た
が
、
現
実
に
は
、
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
る
親
族
全
員
が
支
給
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
給
付
は
、
不
況

親族介護給付受給者数(133)

年 | 受給者数
1980 

1985 

1990 

1991 

1992 

1993 

1994 

9793 

21032 

20418 

18860 

16822 

17249 

表9

時
に
は
自
治
体
が
財
源
を
縮
小
し
た
た
め
、
減
少
し
て
い
る
。
一

九
九
四
年
に

(
即
)

支
給
さ
れ
た
親
族
介
護
給
付
費
総
額
は
二
億
六
二

O
O
万
マ
ル
カ
で
あ
る
。

七

精
神
病
院
ケ
ア

最
後
に
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
開
発
の
例
と
し
て
、
精
神
病
院
ケ
ア
の
患
者
数
の

変
遷
を
み
て
み
よ
う
。
表
叩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九

二
年
の
聞
の
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
開
発
、
施
設
ケ
ア
の
縮
小
は
め
ざ
ま
し
い
も
の



が
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
施
設
ケ
ア
の
縮
小
の
速
度
に
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
開
発
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
病
院
も
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
精
神
障
害
者
の

オ
ー
プ
ン
ケ
ア
の
支
柱
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
、
リ
ハ
ビ
リ
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
事
業
の
開
発
が
、

(
以
)

一
九
九

0
年
代
前
半
に
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

以
上
に
見
た
と
お
り
、
〈
〉
口
J

〉
〈
〉
改
革
以
後
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
は
め
ざ
ま
し
く
、
施
設

中
心
の
ケ
ア
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
政
策
的
な
構
造
転
換
が
行
わ
れ
て
き
て
い

る
の
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
並
行
し
て
施
設
ケ
ア
の
質
の
充
実
も
計
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
治

体
は
競
う
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
は
、

に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
深
刻
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
失
業
率
が
二

O

%
近
く
に
急
増
し
、
国
民
総
生
産

一
九
九

0
年
代
前
半

が
マ
イ
ナ
ス
七
%
ま
で
落
ち
込
ん
だ
頃
ま
で
続
い
た
。
そ
し
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
全
国
的
に
開
発
さ

れ
、
自
治
体
聞
の
格
差
が
縮
小
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
が
達
成
さ
れ
た

一
九
八
九
年
に
は
、
新
た

な
国
庫
支
出
金
改
革
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注
(1
)
〈
〉
「
叶
〉
〈
〉
は
〈
回

-zoE宮」
g
g
g
r∞
g
〈巳

E
Z
E
2
(国
庫
支
出
金
の
是
正
の
影
響
)
の
略
語
で
あ

る
が
、
〈
色

g
g
と
い
う
単
語
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
大
き
い
、
偉
大
な
」
(
英
語
で

g
O
B
OEF
E沼
)

を
意
味
す
る
の
で
、

g
E
S
E門
日

E
g
は

一
般
に
は
「
大
改
革」
と
い
う
意
味
に
理
解
さ
れ
る
。
〈
〉
戸
、『
〉
〈
〉

は
、
元
来
、
こ
の
よ
う
に
国
庫
支
出
金
に
関
す
る
改
革
で
あ
る
が
、
そ
の
目
標
を
補
完
す
る
社
会
福
祉

精神病ケアの展開(135)

北法53(6・143)1759

1992 

1.9 

0.13 

5.1 

0.25 

1990 

2.5 

4.7 

0.28 

1988 

2.9 

3.8 

0.17 

0.32 

2. 7 

4.1 

0.19 

1982 

表10

住民1000人に対する病院ベッド数

住民1000人に対するオープンケア職員数

住民1000人に対するオープンケアの

デイホスピタルベッド数

住民1000人に対するホームおよび

リハビリホーム、小グループホーム



説

法
と
合
わ
せ
て
一
九
八
四
年
の
改
革
の
総
称
と
さ
れ
る
。
こ
の
章
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に

E
3
-
S∞
ArE-吉
田
芯
ま
・
∞
ロ
O
口
O
』
白
芯
足
場

。=-gissま
の
研
究
と
委
員
会
報
告
、
作
業
部
会
報
告
、
内
閣
法
案
提
案
理
白
書
等
を
骨
組
み
と
し
依
拠
し
た
。

(2)
下
各
g
h
w
開
。
穿
。

3
ま
頃
コ
E
S・

(3)
忠
明
ど
合
同
泊
三
唱
斗

(4)
町
α加
R

3
ま
・
コ
ク
ロ
ゲ
ル
は
他
の
北
欧
諸
国
で
は
社
会
福
祉
法
に
代
わ
り
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

(
5
)
印
包

-
S
E唱
h
f
u
凶
品
・
穴
ろ
明
白
円
-
沼

xr
、ロ・

(
6
)
尽
8
0ニ
事
少
己

(
7
)
F
S
S
待
国
内

orzsま
-
N
0
・
そ
れ
で
も
、

一
九
八
0
年
代
の
中
頃
の
国
民
総
生
産
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
は
他
の
北
欧
諸
国
と
比
較
し
て

低
か
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
保
健
職
員
数
、
保
育
数
、
高
齢
者
向
け
の
ホ

l
ム
サ
ー
ビ
ス
の
人
口
に
対
す
る
供
給
量
が
、
他
の
北
臥

諸
国
と
比
較
し
て
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

cgFEZ-3M-
出甲・

(8)
例
え
ば
〈

g
g自
釦
持

ZEgr包ロ
g
-
3凶
u

印色白〈

5
・
関
同
町
工
事
N

な
お
北
欧
諸
国
の

ou-v
に
し
め
る

一
九
八
九
年
の
社
会
福
祉
費
の
割
合
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
二
四
・
六
%
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
五
・
一
%
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
一
九
九

O
年
)

二
九
・

0
、
デ
ン
マ
ー
ク
二
九
・
六
%
。
∞
E
中

εp-沼
町
一
ド
目
V

斗
(
)
一
戸

(
9
)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
〈
〉
「
叶
〉
〈
〉
改
革
が
執
行
さ
れ
た

一
九
八

0
年
代
に
、
他
の
北
欧
諸
国
の
改
革
の
動
向
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
に
オ
ウ
ラ
ス
ヴ
ィ
ル
タ
の
研
究
か
ら
簡
潔
に
論
述
し
て
み
よ
う
O
O
三
回
目
三
口
己
申
∞
少
百
三
回

E
B白・

国
庫
補
助
金
制
度
の
改
革
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

一
九
八

0
年
代
当
時
、
北
欧
諸
国
全
体
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
北
欧

諸
国
の
社
会
や
自
治
体
の
発
達
に
と
っ
て
は
、
国
庫
支
出
金
に
課
さ
れ
て
い
た
目
標
が
非
常
に
大
き
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
標
は
、
当
初
は
福
祉
国
家
と
し
て
の
国
民
に
対
す
る
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後

に
は
地
方
税
を
む
や
み
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
自
治
体
聞
の
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
。
ま
た

一
九
七

0
年
代
か
ら
、

す
べ
て
の
北
欧
諸
国
に
お
い
て
、
地
方
自
治
の
強
化
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
欧
諸
国
で
は
、
自
治
体
の
収
入
の
約
四
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
が
国
庫
支
出
金
で
あ
る
。
北
欧
諸
国
の
改
革
の
傾
向
と
し
て
は
、
国
庫
支

出
金
制
度
を
簡
素
化
し
て
支
出
ベ

l
ス
方
式
で
は
な
く
計
算
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
目
標
は
計
算
ベ

l
ス
で
配

三ι
日間

北法53(6-144)1760



フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

分
さ
れ
る
一
般
補
助
金
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
使
途
に
つ
い
て
は
自
由
を
認
め
、
制
限
を
課
さ
な
い
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

公
共
財
政
お
よ
び
地
方
自
治
の
観
点
か
ら
、
計
算
ベ

l
ス
方
式
の
国
庫
支
出
金
制
度
の
方
が
、
支
出
べ

l
ス
の
国
庫
支
出
金
制
度
よ
り
優
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
、

一
般
補
助
金
が
国
庫
支
出
金
全
体
の
四
分
の

一
を
占
め
石
。
デ
ン
マ

ー
ク
に
お
い
て
も
、
一
般
補
助
金
が
国
庫
支
出

金
の
約
半
分
を
占
め
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は

一
九
八
六
年
に
国
庫
支
出
金
改
革
が
行
わ
れ
、
支
出
ベ

l
ス
で
事
業
別
の
国
庫
負
担
金
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
新
し
い
国
庫
支
出
金
制
度
で
は
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
に
も
、
国
が
必
要
と
判
断
す
る
基
準
に
基
づ
い
た
計
算
方

式
が
全
面
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
は
支
給
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

国
も
国
庫
支
出
金
の
使
途
に
つ
い
て
直
接
条
件
を
設
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
国
で
は
、
自
治
体
聞
の
財
政
力
格
差
は
一
般
補
助
金
で
解
消
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
方
式
の
方
が
、
事
業
別
の
国
庫
負
担
金
制
度
よ

り
、
財
政
力
格
差
解
消
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

(叩
)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
最
初
の
地
方
自
治
体
法
は
、

一
八
六
五
l
一
八
七
三
年
に
制
定
さ
れ
た
。
当
時
、
国
が
自
治
体
に
国
庫
支
出
金
を
支
払
う

目
標
は
、
自
治
体
の
社
会
的
な
発
達
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
庫
支
出
金
は
、
第

一
に
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
を
補
助
す
る
目
的
で
支

給
さ
れ
、
自
治
体
聞
の
財
政
力
格
差
に
対
す
る
補
助
金
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
。
己-
a
Z
E
-
-甲
ま
・
∞
N

(日
)
一
九
三
O
年
の
国
庫
支
出
金
の
う
ち
、
農
村
自
治
体
(
ヨ

g
E
m
rE
S)
は
八

0
・
二
%
、
町

(
EE毛
色
白
)
は
六
五
・

二
%
、
市

(
EE宮
口
在
)

は
=
二
・
三
%
が
、

小
学
校
運
営
の
た
め
に
使
わ
れ
た
国
庫
支
出
金
で
あ
っ
た
。
市
に
お
い
て
は
、
農
村
自
治
体
よ
り
も
多
額
の
国
庫
支
出
金

が
保
健
医
療
に
支
払
わ
れ
て
い
た
。
O
E
g
Z
E
-
-3
a
-
∞
N
-

(
ロ
)
そ
れ
以
前
に
は
、
一
八
五
二
年
に
困
窮
者
法
令
(
〈
官
〈
g
E2
5
8
2
5
)
に
よ
り
教
会
地
区
に
困
窮
者
ケ
ア
の
た
め
の
税
の
徴
収
権
が
与
え
ら

れ
た
。
一
八
七
九
年
に
困
窮
者
法
令
が
改
正
さ
れ
、
自
治
体
の
自
治
権
が
強
化
さ
れ
、
同
時
に
困
窮
者
の
自
助
が
強
調
さ
れ
た

o
E
Z吋
冨

石

3・

-o--

(
日
)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

一
九
一
七
年
の
独
立
直
後
に
内
戦
が
起
こ
り
、
国
は
赤
軍
(
革
命
支
持
派
)
と
白
軍
(
王
政
、
共
和
制
派
)
に
二
分

さ
れ
戦
い
が
行
わ
れ
、
白
箪
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
少
な
く
と
も
二
O
、
0
0
0
人
が
孤
児
と
な
っ
た
。
孤
児
の
約
九
O
%
が
赤
軍
の

孤
児
で
あ
っ
た
の
で
、
当
初
、
政
府
は
、
再
び
革
命
運
動
が
お
こ
る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
彼
ら
の
放
済
を
開
始
し
た
が
、
ま
も
な
く
社
会
政

策
的
な
も
の
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
孤
児
の
救
済
は
救
貧
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
国
は
そ
れ
に
対
し
て
補
助
金
を
支
払

っ
た
。

一
九
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説

二
一
年
に
は
、
国
の
補
助
金
額
は
最
高
の
八
O
O
万
マ
ル
カ
に
達
し
、
ケ
ア
を
受
け
た
孤
児
の
数
は
約
七
五
、

0
0
0
人
に
の
ぼ
っ
た
。
一

九
二

二
年
の
救
貧
法
以
後
は
、
貧
困
家
庭
の
子
供
の
職
業
教
育
援
助
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
孤
児
の
ケ
ア
が

一
九
二
O

一
九
三

0
年
代
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
児
童
保
護
諸
法
の
発
達
を
促
し
た
。
ま
た
現
在
児
童
福
祉
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
民
間
の
二
団
体
(
玄

g'

En『
Z
E
g
g
s】
E
C」刊
E
E
o、
マ

ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
児
童
保
護
連
盟
、
一
九
二
O
年
設
立
、

F
E印
g
r
g
Z
3
2
q、
児
童
救
済
協
会
、

一
九
一
一
一
一

年
設
立
)
も
孤
児
救
済
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

出
国
民
自

g
s
s-己
令
己
い

(凶
)
司ロ
-
B同
】
沼
w
m
r

ニ

(
日
)
同

vz-BE-巾
X
W
A
r
-
M

(
日
)
国

E
E
g
g
-甲∞
a-a・

(
口
)
玄
白

E
s
a円
F
E
S
S
-品市
γ
ヨ

(
凶
)
人
口
移
動
に
つ
い
て
は
第
二
章
、
第
一
節
を
参
照
。

(
叩
)
委
員
会
報
告
の
法
案
の
第
一
条
「
こ
の
法
律
で
は
、
国
庫
負
担
金
(
〈
巳
5
5
2
5
)
と
は
、
自
治
体
、
ま
た
は
自
治
体
組
合
に
、
自
治
体
と

自
治
体
組
合
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
務
に
起
因
す
る
設
置
費
、
ま
た
は
運
営
費
に
つ
い
て
、
法
律
に
基
づ
き
国
庫
よ
り
負
担
す
べ
き
、
ま

た
は
補
償
す
べ
き
負
担
金
を
指
し
、
国
庫
補
助
金
(
〈
白

-
5
2
g豊
田
)
と
は
、
国
の
裁
量
に
基
づ
き
自
治
体
と
自
治
体
組
合
へ
交
付
す
る
補
助
金

を
指
し
、
国
庫
貸
付
金
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
認
可
す
る
貸
付
金
を
指
す
。」

(
却
)
穴
冨
】
甲
小
∞
¥
〉
∞

-m-

(
幻

)

司

E-gmw石市
w
m
r

凶一N
1

出
・

(辺
)
O
z-
g三
耳
目
戸
市

xwa-
∞
唱
七

0
・
0
E
ZM〈
E
P
】
唱
唱
一
N
-

ニ-

(
お
)
社
会
保
健
省
に
お
け
る
計
画
担
当
組
織
の
設
立
準
備
は
一
九
七
二
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
七
四
年
に
は
計
画
事
務
局
(
回
E
S
B
o
g
-
Z
8
2
5
G
)

が
設
立
さ
れ
た
。

(
剖
)
句
己
目
白
石
市
X
Y
U
AH
・

(
お
)
戸
同
担
比
呂
∞
A
r
N
J戸

(
お
)
戸白色ロ刊ロ】喝、可一
Y

5

凶(
)
1
5
U
AF・

(
幻

)

国

内

E
Z
S
B
E
E
Z
E
ε
g
〈回
-
2
0
ロO
凹

EE-gm門担
E
・2
5
E
E
Z広
告
号
E
Z
E
凶
凶
¥
-
ヨ
凶
(
〈
島
芯
ロ
O
日

EEEWF)

論
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フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

(
犯
)
同
VE
B釦
】

3Ar
凶∞山市
V・

(
却
)
関
冨
-
ヨ
a
b
A
F
・霊・

(
却
)
関
宮
巴
訴
以
∞
・
主
E
U
N
・

(

汎

)

同

VE
-
呂
田

S
ま
-
S

(
M
M
)

司
E
-
ヨ
曲
目
甲
ま
-
M
甲・

(

お

)

臼

E
。ロ

ε同
-
巾

X
V
M
-
A
T
S
-

(M)
二
項
お
よ
び
三
項
は
、
主
に

E
S♀
陪

S
S
と
内
閣
法
案
提
案
理
白
書

Z
E
O三
富
ア
品
唱
に
依
拠
し
て
い
る
。

(
お
)

臼
E
O
ロO
』
白
-
沼
w
M
-
a
A
F
M
-

(
お
)
印
巴
O
口

ε白
戸
市

X
U
N
-
a
全
心
・

(
幻
)
回
開
呂
ご

S
E
-
-u
-

(
お
)
国
庫
支
出
金
は
、
原
則
と
し
て
自
治
体
と
自
治
体
組
合
に
支
払
わ
れ
た
が
、
民
間
の
団
体
に
も
直
接
支
払
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

(
却
)
国
庫
負
担
率
が
一
番
高
か
っ
た
の
は
保
育
養
育
に
関
す
る
も
の
で
、
財
政
力
等
級
に
よ
り
一
二
五
l
八
O
%
の
問
で
、
平
均
五
七

・
五
%
で
あ
っ

た。

(
刊
)
運
営
費
に
さ
え
も
国
庫
負
担
金
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
た
と
え
ば
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
に
国
庫
補
助
金
が
認
め
ら
れ
た
の
は
一
九

八
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

Z
E
O三
唱
∞
ア
斗
・

(
引
)
目
5
0ロ
刊
ロ
持

d
E
Oロ
g
-沼町()咽凶一

(
位
)
国
巴
。
】
¥
-
混
ア
∞
・
ち
な
み
に
、
一
九
七
九
年
の
社
会
保
健
省
の
準
備
案
に
よ
る
と
、
国
庫
負
担
金
配
分
数
は
六
O
、
0
0
0
件
で
あ
っ
た
。

(
日
)
委
員
会
は
報
告
の
最
初
に
人
口
の
高
齢
化
問
題
を
取
り
上
げ
、
高
齢
者
人
口
が
絶
対
的
に
も
相
関
的
に
も
増
加
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
。

ま
た
人
口
増
加
の
予
測
も
行
っ
て
い
る
が
、
男
性
の
平
均
年
齢
が
、
当
時
の
五
五
歳
か
ら
六
二
歳
へ

、
女
性
が
六
一
歳
か
ら
七
二
歳
に
伸
び
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
設
定
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
計
算
に
よ
る
と
、
高
齢
化
人
口
の
一
九
八
O
年
の
予
測
は
十
一

・
一
%
、
一

九
九
九
年
に
は
十

一
・
六
%
と
な
る
。

穴
冨

-3M¥ニ"∞・

な
お
、
高
齢
者
人
口
は
、
一
八
八
O
年
に
は
全
人
口
の
四
・
一
%
、
一
八
九
O
年
に
は
五
・
三
%
、
一
九
三
O
年
に
は
六
・
三
%
、
一
九
五

O
年
に
は
六
・
六
%
で
あ
っ
た
。
人
口
数
を
み
る
と
一
八
人
O
年
か
ら
一
九
O
O
年
に
か
け
て
、
高
齢
者
人
口
は
八
万
四
五
O
O
人
か
ら
一
四
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説

万
一
七
O
O
人
と
倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
八
六
0
年
代
の
飢
箆
で
当
時
の
高
齢
者
の
多
く
が
死
亡
し
た
こ
と
、

一
八
0

0
年
代
末
に
労

働
人
口
層
が
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
い
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

一
九

一
0
年
代
に
な
る
と
高
齢
者
人
口
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
安

定
し
て
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同ぷ【

r
g
g
S
3・ム
'u

(
叫
)
関
冨

SUM¥ニ
こ
の
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
は

S
・
コ
ス
キ
ネ
ン
の
研
究
が
あ
る
の
で
参
照
。
穴
O
∞
r
s
E
3
E
-
-
ニ
ー
ニ
斗
コ
ス
キ
ネ
ン
も
指
摘

す
る
と
お
り
、
一
九
五
二
年
の
委
員
会
報
告
は
、
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
た
ど
の
高
齢
者
ケ
ア
に
関
す
る
委
員
会
報
告
と
比
較
し
て
も
、
高
齢
者

に
対
す
る
深
い
同
情
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
戦
後
の
高
齢
者
の
処
遇
に
つ
い
て
「
高
齢
者
は
社
会
の
た
め
に
つ
く
し
て
き
た
。
戦

後
の
社
会
・
経
済
の
変
化
の
た
め
に
彼
ら
の
人
生
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
は
高
齢
者
を
正
当
に
処
遇
す
べ
き
で
あ
り
、
高
齢
者
に
は
そ

の
権
利
が
あ
る
よ
と
い
う
考
え
方
が
委
員
会
報
告
全
体
を
貫
い
て
い
た
。
ま
た
コ
ス
キ
ネ
ン
は
、
こ
の
委
員
会
報
告
が
、
今
日
の
高
齢
者
政
策

に
含
ま
れ
る
分
野
が
す
べ
て
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

(
品
)
関
宮

S
Uピ
ニ
・
?
=
・

(
剖
)
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

一
九
四
八
年
に
は
高
齢
者
の
七
O
%
が
農
村
地
帯
に
居
住
し
て
い
た
。
高
齢
者
の
二
四
%
が
労
働
し
て
所
得
を

得
て
い
た
。
二
六
%
が

一
度
も
労
働
所
得
を
得
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
高
齢
者
全
体
の

一
八
%
が
独
り
暮
ら
し
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
都
市
部

の
方
が
大
き
か
っ
た
。
同
旨

-3M¥ご
-M-ー-a
・

(
灯
)
こ
の
こ
ろ
の
老
人
ホ

1
ム
は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
委
員
会
報
告
に
よ
る
と

一
九
四
九
年
の
自
治
体
数
は
五
四
六
で
、

全
国
で
三
四
四
の
自
治
体
ホ

1
ム

(
一一
二
七
自
治
体
が
単
独
設
置
、

二
つ
以
上
の
自
治
体
が
共
同
設
置
し
た
ホ

l
ム
数
は
二
七
)
が
運
営
さ
れ

て
い
た
。
二
O
二
の
自
治
体
は
単
独
で
運
営
す
る
自
治
体
ホ

l
ム
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

二
O
二
自
治
体
の
う
ち
一

一一
七
自
治
体
が
他

の
自
治
体
の
ホ

l
ム
経
費
の

一
部
を
負
担
す
る
か
、
契
約
を
結
び
ケ
ア
を
委
託
し
て
い
た
。
何
も
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
は

一
O
二
で
、
こ

れ
は
全
体
の
五
分
の

一
に
あ
た
り
、
主
に
北
部
、
北
西
部
に
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
入
居
ベ
ッ
ト
総
数
は
二
O、

一
O
四
床
で
あ
っ
た
の
で
、

全
国
的
に
み
れ
ば
社
会
省
の
基
準
(
住
民

一
0
0
0
人
に
対
し
て
五
|
六
床
)
を
満
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
穴
冨

-3M¥ご・
2
1凶
品

自
治
体
ホ

l
ム
と
は
、

一
八
七
九
年
の
困
窮
者
法
令
(
〈
包

g
z
g
E
g
2
E凹
)
で
定
め
ら
れ
て
い
た
農
場
型
困
窮
者
ホ

l
ム
が
、

一
九
二
二
年

施
行
の
救
貧
法
(
ま
ち
ぎ

Fog-を
)
に
よ
っ
て
自
治
体
ホ
l
ム
と
な
り
、
そ
こ
に
は
高
齢
者
棟
の
み
な
ら
ず
、
児
童
棟
、
結
核
病
棟
、
精
神
病

棟
、
そ
の
他
の
病
棟
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
民
間
の
老
人
ホ
l
ム
は

一
八
六
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
民
間
の
ホ

l
ム
は
教
会
、
慈
善
団

体
、
企
業
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
高
齢
者
の
ケ
ア
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
窓口
g
Z
3
3
U
5ム

三也
ロ問
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な
お
、
委
員
会
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
五
一
年
に
は
全
国
で
五

一
の
民
間
の
老
人
ホ

l
ム

(
一
O
二
四
床
、
職
員
総
数
一
二

九
人
)
が
存
在

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四

一
の
ホ
l
ム
が
市
に
あ
っ
た
。
民
間
の
ホ
l
ム
は

一
般
に
小
規
模
で
あ
り
、
大
部
分
が
一
人
部
屋
で
あ
っ
た
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
は
自
治
体
ホ
l
ム
よ
り
優
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
穴
宮

-SM三
・
ど

'
Z・

(
時
)
「
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
フ
レ
(
一
九
三
九
年
を

一
O
O
と
す
る
物
価
が
、

一
九
五
二
年
に
は
一
一

O
九
に
上
昇
し
た
)
の
影
響
で
、
高
齢

者
の
老
後
の
生
活
が
非
常
に
苦
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
戦
前
に
農
地
を
子
供
や
他
人
に
譲
っ
て
、
貯
蓄
や
投
資
、
ま
た
は
、
年
金
保
険

な
ど
に
加
入
し
て
、

老
後
に
備
え
て
い
た
農
村
部
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
打
撃
は
耐
え
難
い
も
の
で
あ

っ
た」

と
、
委
員
会
報
告
は
指
摘
し
て
い
る
。
穴
冨

-SM¥-
ア
甲
'
ニ
-

(刊
)
穴
玄
苫
凶
N
¥
ニ・凶∞『∞斗・

(叩
)
m
S
S
E
-唱
甲
山

Y
Z
u
g
-
o
a

(
日
)
冨
5
2
3、。『臼
onE
〉叫

E
a
g仏
国

gxz-3Ma(O岡
山
の
り
お
唱
。
ミ
且
『
白
司
王
・
凶
一

3N)

(
臼
)
回ハ

g
Eロ
g
呂
志
一
-
己
い
己
凶
E

(
日
)

関

g
Eロ
g
S
E
t
-
己申

(
日
)
玄
5

2
ミ

0問
的

0
2包
〉

R
3
3
目

E
Z
g
z
z
-
3
N
(
O開
の
り
お
司
0
3注
5
3
hF凶一

3N)

(
日
)

関

omEロ
g
3
3・
aot岳・

(日
)
委
員
は
五
人
で
、
委
員
長
は
社
会
保
健
省
の
局
長
、
そ
の
他
の
委
員
は
社
会
保
健
省
か
ら

一
人
、
社
会
福
祉
庁
か
ら

一
人
、
自
治
体
の
社
会

福
祉
担
当
者
二
人
、
予
算
担
当
者
と
し
て
財
務
省
代
表
一
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
委
員
の
ほ
か
に
書
記
が
二
人
参
加
し
、

専
門
家
と
し
て
社

会
保
健
省
、
自
治
体
協
会
、
都
市
協
会
、
高
齢
者
事
業
中
央
連
盟
の
代
表
の
意
見
の
聴
講
が
行
わ
れ
た
。
穴
冨

-
3さ・回目・

(
日
)
穴
冨
-
ヨ
全
ア
司
'
∞
0

・

(
回
)
た
だ
し
、
高
齢
者
福
祉
法
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
代
表
の
委
員
が
、
生
活
保
護
、
ホ
l
ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し

が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
最
中
に
、
高
齢
者
福
祉
法
を
先
駆
け
て
制
定
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ
と
、
ま
た
、
財
政
力
等
級
に
基
づ
い
て
高

齢
者
福
祉
の
国
庫
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
は
国
の
財
政
に
過
重
な
負
担
に
な
る
と
い
う
異
な
る
意
見
を
報
告
に
記
録
し
て
い
る
。

同
窓

-
3品三
唱

-
0
0
.
 

(
印
)
た
と
え
ば
、

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

一
九
八
八
年
の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
利
用
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
一
人
平
均
五
六
O
O
肱
、
保
健
サ
ー
ビ

ス
は
一

北法53(6'149)1765



説

四
六
O
O
肱
で
あ
る
。
〈
山
広
岡
田同

g-3N-M凶
0

・

(
印
)
回
開

5-¥-唱
∞
ゲ
ム
巴
自
唱

(
臼
)
回
開

5
日
¥
右
∞
グ
ム
七
・

(
位
)
同
vz-自
白

-3a-AFaム∞-

(
臼
)
都
市
協
会
(
択
さ

-USE-EO)
、
自
治
体
協
会
(
穴

EE--F日
Z
5
0
)
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
自
治
体
協
会
(
出
巳
包
含
∞

g
g
E

穴
O
B
B
E口
問
。
号
ロ
邑
)
の
三
組
織

(
臼
)
す
で
に
一
九
六
七
年
に
都
市
協
会
は
内
閣
や
各
省
に
た
い
し
て
、
「
自
治
体
の
自
治
に
関
す
る
全
て
の
法
案
に
つ
い
て
必
ず
自
治
体
の
中
央
組

織
の
声
明
を
取
り
付
け
る
こ
と
」
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の
公
式
決
定
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
自
治
体
の
審
議
会
、
委
員
会
へ
の

参
加
は
年
々
増
加
し
た
。
戸
阻
害

r
s
a
-
S
'
N∞
-

(
日
)
司
三
回
目
白
石
唱
少

&J

(

前

)

司

E-B曲
目
唱
唱
A
Y
∞月中・

(
訂
)
医
学
博
士
と
政
治
学
修
士
の
学
位
を
持
ち
、
官
僚
職
の
経
験
が
無
く
、
社
会
保
険
院
の
研
究
者
で
あ
っ
た
プ
ロ
は
、
三

O
歳
の
若
さ
で

一
九

七
二
年
に
事
務
次
官
に
就
任
し
た
。

(
侃
)
戸
名
古
志
∞

a
h唱
・

(
印
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
自
治
体
協
会

(
a
E
は
、
そ
の
加
盟
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
が
自
治
体
協
会
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

最
初
は
作

業
部
会
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

明
白
穴
が
改
革
を
激
し
く
非
難
し
始
め
た
の
で
、
作
業
部
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
叩
)
公
立
の
専
門
病
院
(
大
学
病
院
、
地
域
専
門
病
院
、
精
神
病
院
、
結
核
病
院
及
び
大
都
市
の
病
院
)
の
連
盟
。
一
九
九
三
年
に
三
つ
の
自
治

体
協
会
が
統
一
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
自
治
体
協
会
と
な
っ
た
と
き
に
吸
収
さ
れ
、
自
治
体
協
会
の
保
健
局
と
な
っ
た
。

(η
)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
諾
で
は

g
-gロぎ
ロ
ロ
oュ
、
英
訳
で
は

Z
白
巴

OE色、『『
S
2
8〕下

(η)
身
体
障
害
者
連
盟
、
身
体
障
害
者
財
団
、
呼
吸
器
障
害
連
盟
は
改
革
を
批
判
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

(η)
司

E-B白
石
市

xrム山・

(
日
)
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
会
は
一
院
制
で
、
国
会
議
員
数
は
二

O
O
人
な
の
で
一

O
三
人
は
過
半
数
を
超
え
る
。
当
時
の
大
臣
は
社
民
党
の
虫
央

E
a

3
0五
回
三
、
質
問
の
代
表
者
は
オ
ウ
ル
県
の
社
会
福
祉
保
健
局
長
で
あ
る

Z
E
R
O
玄
間
宮
冨
議
員
。
質
問
内
容
は
、
実
際
に
は
社
会
保
健
省
で
作

論

北法53(6・150)1766



フィンランド福祉国家における社会サーピスと高齢者政策 (5) 

成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
健
省
の
官
僚
は
改
革
を
進
め
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

E
問
者
二
混
血
凶
U
M
-

(花
)
F
名
古
】
唱
∞
A
Y
U
N・
同

ME-g釦
志
川
x
r
h
a
-
∞
EOロ£
同
-唱唱
一N
-
a
h怠・

(
苅
)
こ
の
自
治
体
で
は
新
し
い
老
人
ホ

l
ム
を
計
画
し
て
い
た
の
だ
が
、
財
政
的
な
理
由
で
建
設
に
と
り
か
か
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
火
災
が
起

こ
っ
た
の
で
あ
る
。

(η
)
E
8
3
E
3
N
-
aさ・

(
沌
)
固
と
自
治
体
の
負
担
配
分
を
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
保
健
事
業
と
社
会
福
祉
事
業
の
国
庫
負
担
率
を
同
率
に
す
る
こ
と

が
重
要
な
前
提
で
あ
り
、
社
会
保
健
省
は
一
九
七
六
年
に
そ
の
可
能
性
の
検
討
を
開
始
し
た
。
∞
斗
y
h
-
3
P
F
H
H

(乃

)
E
E
Z
3
a
-
怠
-
一
九
九
三
年
改
革
で
こ
の
提
案
は
実
現
し
、
包
括
補
助
金
は
基
礎
自
治
体
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(別

)
E
3ニ
混
a
h
u
'怠
-

(
創
)
「
阻
害
ご
温
A
r
u
uE凶
a
-司
E
-
B
E
3巾
wmrhHmγ
さ

(
回
)
関
係
官
庁
、
十

一
の
県
、
三
の
自
治
体
中
央
組
織
、
の
他
に
病
院
連
盟
、
障
害
者
連
盟
、
知
的
障
害
者
連
盟
、
高
齢
者
事
業
セ
ン
タ
ー
等、

社
会
福
祉
保
健
関
係
の
二
三
団
体
と
中
央
党
。

(
幻
)
負
担
率
は
一

O
等
級
に
分
け
ら
れ
最
高
六
六
・
六
%
、
最
小
三
三
・
三
%
。
含
ま
れ
る
法
律
は
三
三
法
。
∞

gFE-
-
官

g『
〈
刊
ヨ

E
E巳
E
G

(印、
吋

冨

)
-
3巾w
・M
唱
E

凶一

(
剖
)
「
名
古
志
∞
少
$
・

(
お
)
こ
こ
で
ラ
ツ
ピ
の
研
究
か
ら
、
諸
官
庁
と
自
治
体
の
反
応
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
よ
う
o
F
阻害
工
事
少
凶
∞

S
・

国
の
省
庁
。
財
務
省
は
、
自
分
達
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
不
服
と
し
、
年
金
等
、
社
会
保
障
の
改
革
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
財
務
省
は
三
億
マ
ル
カ
の
追
加
額
に
は
断
固
と
し
て
反
対
で
あ
り
、
運
営
費
と
設
立
費
の
明
確
な
区

別
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
批
判
し
た
。
内
務
省
は
、
改
革
に
つ
い
て
は
肯
定
的
で
あ
り
、
国
庫
負
担
金
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
必
要
性

を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
財
務
省
と
向
じ
く
、
国
庫
支
出
金
改
正
全
体
の
改
正
を
も
っ
と
内
容
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。

国
家
計
画
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
、
法
務
省
と
内
務
省
は
全
国
計
画
と
予
算
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
。
特
に
財
務
省
は
、
こ
れ

は
国
会
の
予
算
権
限
を
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
見
解
で
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
だ
け
が
予
算
作
成
に
お
い
て
特
別
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
反
対

意
見
を
表
明
し
た
。
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説論

医
療
庁
は
、
保
健
事
業
の
負
担
金
率
を
引
き
下
げ
、
社
会
福
祉
の
負
担
金
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
全
体
の
観
点
か
ら
好
ま
し
い
と
判
断

し、

賛
成
を
示
し
た
。
保
健
事
業
が
医
療
庁
の
管
轄
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
下
げ
に
賛
成
し
た
こ
と
は
、
改
革
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
社
会
福
祉
庁
は
、
当
然
な
が
ら
改
革
を
強
く
望
み
、
児
童
福
祉
、
ア
ル
コ

ー
ル
中
毒
ケ
ア
な
ど
も
改
革
に
含
め
こ
と
を
提
案
し

て
い
た
。
両
庁
と
も
に
、
国
庫
負
担
金
改
革
、
お
よ
び
一
つ
の
全
国
計
画
に
社
会
福
祉
保
健
事
業
を
統

一
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
っ
た
。
し

か
し
医
療
庁
は
、
全
国
計
画
が
新
し
い
事
業
の
開
発
に
重
点
を
置
き
す
ぎ
、
保
健
事
業
が
置
き
去
り
に
な
る
と
い
う
危
倶
を
持
っ
て
い
た
。
両

庁
と
も
準
備
期
間
を
経
て
、
改
革
の
目
標
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
確
立
し
て
い
た
。

県
。
県
は
、
〈
〉
戸
、
同
〉
〈
〉
改
革
に
賛
成
し
、
準
備
段
階
に
お
い
て
、
県
の
人
的
お
よ
び
そ
の
他
の
資
源
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

要
求
し
た
。
殆
ど
の
県
が
自
分
の
権
限
内
の
自
治
体
の
問
題
に
つ
い
て
提
起
を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
国
計
画
が
予
算
と
直
結
さ
れ
る
こ
と
は
、

現
実
的
な
計
画
が
た
て
ら
れ
る
の
で
好
ま
し
い
こ
と
と
判
断
し
て
い
た
。
補
助
金
の
細
部
に
渡
る
監
督
に
つ
い
て
は
、
廃
止
し
て
も
よ
い
と
い

う
県
も
あ
り
、
維
持
を
主
張
す
る
県
も
あ
っ
た
。

自
治
体
の
中
央
組
織
。
都
市
協
会
と
自
治
体
協
会
は
、
改
革
の
目
標
と
出
発
点
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
と
認
め
、
改
革
を
国
庫
支
出
金
全
体

の
改
正
の

一
部
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
中
央
組
織
に
と
っ
て
は
、
制
度
の
簡
略
化
と
国
庫
負
担
金
の
増
加
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
。
自
治

体
協
会
は
改
革
の
条
件
と
し
て
全
国
計
画
を
も
っ
と
簡
素
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
ま
た

一
般
補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
。
全
体
と
し
て
、
都
市
協
会
と
自
治
体
協
会
は
全
国
計
画
を
必
要
な
も
の
と
し
て
受
け
い
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

系
自
治
体
協
会
は
、
計
画
制
度
を
拡
大
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
。
国
庫
負
担
金
率
に
つ
い
て
も
保
健
の
率
を
下
げ
ず
に
、
社
会
福
祉
の

率
を
上
げ
る
よ
う
に
主
張
し
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
系
自
治
体
協
会
が
改
革
全
体
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
彼
ら
が
改
革
準
備

の
最
初
の
段
階
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
部
)
例
え
ば
一

九
八

O
年

一
月
一

七
日
に
社
会
保
健
省
は
計
画
作
業
部
会
を
設
置
し
、
〈
〉
「
H
，
〉
〈
〉
の
計
画
制
度
の
検
討
と
と
国
庫
負
担
金
制
度

案
を
準
備
作
成
を
始
め
た
。
作
業
部
会
に
は
社
会
保
健
省
の
官
僚
の
他
に
、
病
院
連
盟
、
中
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
県
と
ウ

i
シ
マ
l
県
の
代
表、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
自
治
体
協
会
も
参
加
し
た
。
自

ζ
3
8
3
0『
喜
弓
凶
B
E
E
S
-
少

-
I
N

(
作
業
部
会
報
告
)
財
務
省
は
、
声
明
を
出
す
の
が
遅

れ
た
と
い
う
理
由
で
作
業
部
会
に
参
加
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

E
宅
二
甲
∞
少
ゴ
-

(
訂
)
し
か
し
、
〈
〉
戸
司
〉
〈
〉
改
革
後
、
全
国
計
画
の
実
施
に
お
い
て
自
治
体
は
こ
れ
ら
の
規
模
の
大
き
い
団
体
の
委
託
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
団
体
の
経
済
的
立
場
は
強
く
な
り
職
員
数
も
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
一
九
九
三
年
改
革
に
反
対
し
、

北法53(6・152)1768



フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

〈〉戸、
H
a

〉
〈
〉
を
擁
護
し
た
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

(
部
)
一

九
八
O
年
六
月
一
一
一
日
に
社
会
保
健
省
、
財
務
省
、
内
務
省
の
官
僚
か
ら
な
る
財
政
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ
た
。
〈
〉
口
J
P
〈〉
改
革
の
も

た
ら
す
財
政
負
担
の
影
響
と
、
代
案
の
準
備
、
財
務
省
の
二
月
四
日
付
声
明
に
表
明
さ
れ
て
い
た
問
題
点
の
解
明
な
ど
が
そ
の
目
的
で
あ
る
o

E
宅
二
混
少
司
∞
一
∞
叶
呂
志
∞
Q

コL『
M
-
活
全

(
的
)

臼
E
C
ロ
ο吉
右
唱
一N-ah3

(
叩
)
臼
5
5
8
E
E同
門
-
∞
¥
-
温
-
-
耳
障
昨

3
2
5・
「
政
府
案
は
最
終
段
階
で
、
し
か
も
(
自
治
体
と
の
)
審
議
抜
き
に
作
成
さ
れ
た
か
な
り
の

〈〉戸、
H
a

〉
〈
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
の
変
更
を
含
ん
で
い
る
。

・・

国
会
に
は
政
府
案
の
不
合
理
な
部
分
を
改
正
す
る
す
べ
て
の
可
能
性
が
あ
る
。
」

(引
)
社
会
委
員
会
の
審
議
で
は
八
六
人
の
専
門
家
(
準
備
に
参
加
し
た
専
門
家
や
利
益
団
体
、
自
治
体
、
労
働
市
場
の
団
体
、
社
会
福
祉
保
健
事

業
の
労
働
組
合
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
)
が
合
計
一
O
四
回
意
見
を
述
べ

四
六
の
覚
書
が
作
ら
れ
た
。
社
会
保
健
省
の
官
僚
は
一
三

回
呼

ば
れ
三
の
覚
書
が
作
ら
れ
た
。
財
務
省
官
僚
は
二
回
呼
ば
れ
た
だ
け
で
覚
書
も
作
成
さ
れ
な
か

っ
た
。

戸
名
宝
石
∞

au
E
S目

(
回
)
印

E
E
g
-ハロロ
E
ニ
∞
¥
S
E
w
-
-
3・
「
改
正
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
全
体
の
改
革
の
実
現
を
放
棄
す
る
こ
と
に
し
、
社
会
福
祉
法
制

定
を
切
り
離
し
て
進
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
自
治
体
協
会
は
、
国
会
の
審
議
を
監
視
す
る
。」

(
mm
)
印

E
O
B
E
国
内

Eロロ
mw

ニ
凶
己
唱
∞
M
・M
-

(
倒
)
同

VE-g陪
芯
唱
少
凶
0
・

(
何
)
政
党
の
関
心
は
、

あ
る
程
度
国
会
の
質
疑
で
提
示
さ
れ
た
。
中
央
党
の
関
心
は
、
特
に
、
小
自
治
体
や
財
政
力
の
な
い
自
治
体
の
立
場
に
あ

っ

た
。
∞
穴
U
F
は、

国
の
負
担
額
が
さ
ほ
ど
増
え
な
い
の
に
、
社
会
福
祉
保
健
事
業
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
憂
慮
し
て
い
た
。

穴

o-sozc∞
は
、
国
の
監
督
指
導
が
増
加
す
る
こ
と
を
危
倶
し
て
い
た
。
与
党
(
連
立
)
と
野
党
の
問
に
は
、
改
革
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
目

立
っ
た
意
見
の
対
立
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
名
宝
石
∞
A
r
-
o
f
p
oロ0
」
Z
3ド
A宇宙・

(
部
)
「
阻
害

-
S∞
少
ご
・

(
肝
)
戸
阻
害
国
呂
志
・

5
-
-

(
m
m
)
同

ME-g帥
右
甲
南

r
u
}
・

(
叩
)
印〈
O
F
は
∞
S
H
E
-
4
20
2
3
ι
g
E
E
o
=
o
D
M
E
Z口
三
円
豆
ロ
官

g
E
oロO
∞
EE回」左目
的豆
ヨ阻

の
略
語
、
∞
〈
O
「
は
計
画
目
標
を
設
定
し
、
枠
組
み
を
決

め
る
基
本
法
(
要
綱
法
)
で
、
こ
の
よ
う
な
法
律
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

宮

5
一を

と
い
う
。
こ
れ
は
社
会
保
健
省
一
九
九
O
年
O
貝
リロ
報
告

北法53(6・153)1769



説

で
は
∞

wmug-2
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
献
で
は

o
z
P
5
Z宅
(
出
血

E
S
E
-
3
U
)
ま
た
は

E
5
1
2
(穴
O
W
E

-3U)
と
も
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

(
川
)
改
正
さ
れ
た
諸
法
は
次
の
二
七
法
。
労
働
保
護
行
政
法
、
保
健
事
業
法
、
食
品
法
、
牛
乳
検
査
法
、
食
肉
検
査
法
、
獣
医
学
法
、
国
民
保
健

法
、
地
域
病
院
お
よ
び
疾
病
支
出
の
停
止
に
関
す
る
法
律
、
性
病
法
、
予
防
接
種
法
、

呼
吸
麻
痔
患
者
の
治
療
費
負
担
に
関
す
る
法
律
、
公
立

一
般
病
院
に
関
す
る
法
律
、
大
学
中
央
病
院
に
関
す
る
法
律
、
一
部
の
病
院
に
お
け
る
医
師
教
育
に
関
す
る
法
律
、
精
神
病
法
、
結
核
法
、
リ
ュ
ー

マ
チ
治
療
施
設
の
国
庫
支
出
金
に
関
す
る
法
律
、
て
ん
か
ん
病
治
療
施
設
の
国
庫
支
出
金
に
関
す
る
法
律
、
保
育
法
、
児
童
保
護
法
、
知
的
障

害
者
の
特
別
ケ
ア
に
関
す
る
法
律
、
知
的
障
害
者
の
特
別
ケ
ア
に
関
す
る
法
律
の
執
行
に
関
す
る
法
律
、
身
体
障
害
者
法
、
中
毒
物
質
の
不
正

使
用
者
の
ケ
ア
に
関
す
る
法
律
、
浮
浪
者
法
、
児
童
養
育
費
の
保
障
に
関
す
る
法
律
、
徴
兵
補
助
法
。

廃
止
さ
れ
た
の
は
つ
ぎ
の
四
法
。
ハ
ン
セ
ン
氏
病
法
、
中
央
病
院
建
設
に
関
す
る
法
律
、
公
立
お
よ
び
私
立
の
養
育
施
設
の
国
庫
支
出
金
に

関
す
る
法
律
、
孤
児
院
に
関
す
る
法
律
。

(
削
)
内
閣
は
、
す
で
に
一
九
七
二
年
七
月
一
九
日
に
社
会
福
祉
行
政
に
か
か
わ
る
法
律
の
改
正
を
準
備
す
る
委
員
会
合

0
5曲
目

E
o
-
-
s
z
=
5
8
E
'

B
F
S
白)
を
設
け
た
。
委
員
会
は
、
後
に
生
活
保
護
に
拘
わ
る
法
律
の
見
直
し
も
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
改
革
の
目
的
は
社
会
問
題
の
予
防
の
改

善
、
自
立
能
力
の
開
発
で
あ
っ
た
。
一
九
七
0
年
代
中
頃
の
不
況
に
よ
り
、
委
員
会
の
提
案
の
実
現
は
遅
れ
、
〈
〉
戸
斗
〉
〈
〉
の
成
立
が
待
た
れ

た
。
〈
〉
「
叶
〉
〈
〉
改
革
に
よ
り
、
保
健
事
業
を
通
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
必
要
は
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
、
全
国
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
同
じ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
印
国
F

に
お
い
て
は
、
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
、

オ
ー
プ
ン
ケ
ア
に
重
点
が
置
か
れ
、
教
育
、
調
査
、
研
究
事
業
も
開
発
さ
れ
た
。
∞
〈
。
「
と
∞
臣
、
は
、
一
九
八
0
年
代
の
社
会
福
祉
行
政
の
中

心
と
な
る
基
本
法
で
あ
っ
た
。
∞
E
O
ロ0
」
白
石
S
-
a
u
u
'
a
u
a

(
問
)
廃
止
さ
れ
た
の
は
次
の
囚
法
。
社
会
福
祉
行
政
に
関
す
る
法
律
、
養
育
相
談
所
法
、
自
治
体
の
家
庭
保
育
給
付
法
(
主
要
部
分
)
、
福
祉
扶
助

法
(
主
要
部
分
)

(
問
)
社
会
保
健
省
は
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
に
、
〈
〉
戸
、ベ
〉
〈
〉
改
革
に
つ
い
て
の
十
一
の
追
跡
評
価
の
報
告
書
を
発
表
し
て
い
る
。

評
価
は
、
背
景
と
目
標
、
他
の
北
欧
諸
国
と
の
比
較
、
法
律
の
施
行
に
お
け
る
法
的
問
題
、
指
導
監
督
、
県
の
事
務
の
開
発
、
社
会
福
祉
と
保

健
職
の
関
係
、
病
院
ケ
ア
の
負
担
、
全
国
計
画
、
民
間
の
委
託
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
の
監
督
事
務
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
の
問
題
な
ど
に

及
ん
だ
。

論

北法53(6・154)1770 
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(
削
)
一
%
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
か
ら
自
治
体
へ
移
動
し
た
負
担
分
は
実
際
に
は

一
億
九
千
二
百
万
マ
ル
カ
で
あ
る
が
、
建
設
途
中
の
建
設
設

備
費
用
の
補
助
金
は
一
九
八
四
年
に
は
国
庫
支
出
金
制
度
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
自
治
体
負
担
分
は
二
億
マ
ル
カ
と
な
っ
た
。
目、『玄

}唱∞斗¥い
N

∞・

-
0
・

(問

)
E苫
ニ
唱
∞
a・
5凶・

(
附
)
国
庫
支
出
金
改
革
と
計
画
制
度
に
つ
い
て
は

EEC-ニ
混
ア
社
会
福
祉
法
に
つ
い
て
は

回開

5NEw巴
に
依
拠
し
て
い
る
。

(
即
)
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ

l
ン
協
会
(
河
〉
ペ
)
の
配
分
す
る
補
助
金
、
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
法
に
基
づ
く
国
の
支
出
金
は
改
革
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

た。

(
川
)
自
治
体
組
合
の
事
業
の
殆
ど
は
す
で
に
全
国
計
闘
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
問
)
叶

z-xghFF名
古
】
唱
∞
、
戸
空
三
虫
色
自
陣
・

(
川
)
改
革
当
時
ア
ハ
ヴ
エ
ナ
ン
マ

i
白
治
県
を
除
い
た
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
自
治
体
組
合
数
は
約
三
0
0
、
民
間
の
施
設
や
団
体
数
は
約
四
五

O
で
あ
っ
た

o
E
S
&と
3M-au--

(
山
)
一
九
六
0
年
代
に
は
、
国
庫
負
担
金
の
支
払
い
の
遅
滞
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た

o
E
E
Z
3少
お
-EWE-己
申
竺
・

(
山
)
財
政
力
等
級
一
H
六
四
%
、
二
H
六
一
%
、
三
H
五
六
%
、
四
H
五
二
%
、
五
H
四
九
%
、
六
H
四
六
%
、
七
日
四
三
%
、
八
H
四
O
%
、

九
H
三
七
%
、
一
O
H
ご
二
%
。
こ
れ
ら
の
率
は
一
九
八
四
年

一
月

一
日
の
施
行
直
前
、
一
九
八
三
年
二
一
月
二
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
に

つ
い
て
一
ポ
イ
ン
ト
(
%
)
ず
つ
下
げ
ら
れ
た
数
字
で
あ
る
。

(
山
)
社
会
保
健
省
以
外
の
省
に
は
管
轄
下
に
、
地
方
自
治
体
の
社
会
福
祉
保
健
事
業
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
事
務
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
た
と
え

ば
農
業
従
事
者
の
休
暇
制
度
な
ど
の
事
業
を
さ
す
。

(
川
)
関
室
右
∞
全
8
・
〈

S
E
2
S
E
a
-
E
E
g
宮

E
E
B
E
g
-
(高
齢
者
福
祉
委
員
会
報
告
、
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
)
こ
の
報
告
書
は
、
国
連
の

一
九
八
二
年
の
高
齢
者
会
議
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
委
員
会
報
告
書
を
基
本
に
し
て
作
成
さ
れ
た
。

一
九
八
五
年
と
一
九
九
五
年
の
、
全
自
治
体

に
お
け
る
六
五
歳
以
上
と
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
と
、
そ
の
人
口
に
占
め
る
割
合
を
計
算
し
、
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
高
齢
者
政
策
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
北
欧
五
カ
国
の
高
齢
者
政
策
の
比
較
も
そ
の
内
容
に
含
ん
で
い
る
。

(
旧
)
国
内
問
&
色
巳
ロ

g
-沼
Wu--斗
凶
・

(
川
)
一
九
九
六
年
か
ら
は
、
就
学
前
の
児
童
全
員
(
七
才
か
ら
義
務
教
育
)
に
保
育
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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説

(
川
)
施
設
中
心
か
ら
在
宅
へ
の
政
策
転
換
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
他
の
障
害
者
グ
ル
ー
プ
の
ケ
ア
に
も
及
ん
で
い
る
。
高
齢
者
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
山
田
真
知
子

「
北
欧
の
高
齢
者
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
永
和
良
之
助
編
著

『高
齢
者
福
祉
論
』
二
五

一
|
二
七
一
頁
、

吉岡
杉
出
版
、

二
O
O
二

年
、
お
よ
び
山
田
異
知
子
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
鬼
崎
信
好
・
増
田
雅
暢
・
伊
奈
川
秀
和
編
著

『世
界
の
介
護
事
情
』
一
一
一

o
ー

一
三
六
頁
、
中

央
法
規
、
二
O
O
二
年
を
参
照
。

(川
)
関
旦
包
包
ロ
S
E
a
-
コa
・

(
川
)
民
巳
E
-
唱一
x
r
N
A
H
U
B
M
品∞・

(
即
)
∞

0
5包
ナ
』
白
円
四
円
〈
相
官
5
5
5
3
G
(印
、
円
三
)
〈
島
田
片
ZEB--】明白門的
EEロ
コ
百
吉
田
二
由
主
ム
甲
∞
∞
・
己
・
(
社
会
福
祉
と
保
健
制
度
の
全
国
計
画
一
九
八
四
|

一
九
八
八
)

(
凶
)
社
会
福
祉
保
健
事
業
の
職
員
の
教
育
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

(
こ
中
学
卒
業
後
二
、
五
年
ま
た
は
高
校
卒
業
後
二
年
の
専
門
学
校
教
育

(
E
E
F
S
ε
六
准
看
護
婦
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
総
称
)

会
二
高
校
卒
業
後
三
、
五
年
の
職
業
大
学
校
教
育
(
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
)

(
三
)
大
学
院
教
育
、
修
士
課
程
(
看
護
学
修
士
、
ソ

i
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
、
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
教
師
、
研
究
者
、
専
門
官
、
行
政
管
理

職
な
ど
)
(
四
)
大
学
医
学
部
専
門
教
育
(
医
師
)

(
即
)
〈

g
E自
由
苫
唱
N
・M
M斗・

(問
)
E
m
-
-ロ
苫
唱
m
r
N
全凶
・

(
山
)
∞
吋
出
品
目
唱
ま
-mO凹
岡
山
富

E
E
2白
戸
由
主
-

(
悶
)
印
叶
〉
同
開
切
石
室
，・同，
g
r
E
E
m
g
-
3
h
f
唱・

(
郎
)
回
口
芭
同

-3u
-ニ∞
・

(
問
)
臼
Ha-aS巾wmr
印O
包
白
色
門
ロ
ヨ
田

S
E巴・
∞-

(
問
)
印、同豆

-3a-∞
o
m
E住
吉
『
〈
白
石
室
岨
∞品

(
悶
)
印
、3
A
Sま
u

印O
包曲目ロ
Z
2
Z
3
h
f
∞品・

論
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(
印
)
印
斗
玄

5
3・
印
。
印

F
S
E
E
S
-
3ア
S
・

(
印

)

印
叶
玄

3
3・
∞

2
5曲目同門巳『〈印
3
2・
a∞

(
印

)

印、
H
，F白

-3a-∞2
5住
吉
『
〈
回

3
E・
g
-

(m)
印叶豆

-3a-
∞g
F
E
E
2
Z
3少
ま
・

(
川
川
)
叶
ロ

O
コ
-
喧
喧
山
ア
∞
甲

(
印

)

叶
E
O
E
S唱
一
戸
∞
申
・

フィンランド福祉国家における社会サービスと高齢者政策 (5) 

※ 

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
O
O
一
年
三
月
一一一二
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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